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昨
年
、
全
国
で
６
万　

件
の
火
災
が

394

発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
１
日
当
た

り
約　

件
、
約
９
分
に
１
件
の
割
合
で

165

全
国
の
ど
こ
か
で
火
災
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
火

災
で
１
千　

人
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
、

993

負
傷
者
は
８
千　

人
を
数
え
ま
し
た
。

646

　

市
内
で
は
、
昨
年　

件
の
火
災
が
発

27

生
し
、
７
人
の
死
傷
者
が
で
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
出
動
は
全
国
で
約

　

万
１
千
件
あ
り
、
１
日
当
た
り
約
１

503万
４
千
件
、
１
分
間
に
約　

台
の
救
急

10

車
が
出
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
昨
年
約
２
千
件
の
救
急

車
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

登
別
市
の
消
防
は
、
大
正
２
年
に
登

別
温
泉
地
区
で
青
年
会
消
防
部
と
し
て

発
足
し
、
そ
の
後
、
組
織
や
制
度
、
施

策
な
ど
の
取
り
組
み
、
施
設
や
資
機
材

の
充
実
・
強
化
が
図
ら
れ
、
現
在
、
消

防
本
部
と
消
防
署
（
本
署
、
登
別
温
泉

支
署
、
登
別
支
署
、
鷲
別
支
署
）
に
勤

務
す
る　

人
の
職
員
と　

人
の
消
防
団

88

149

員
の
協
力
と
連
携
で
、
火
災
の
予
防
や

消
火
を
は
じ
め
、
救
急
・
救
助
か
ら
地

震
・
風
水
害
へ
の
対
応
ま
で
、
市
民
と

観
光
客
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
活
動
で
は
、
高
規
格
救

急
車
の
導
入
を
平
成
８
年
か
ら
行
い
、

救
急
救
命
士
の
乗
務
を
開
始
し
て
い
ま

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

す
。
さ
ら
に
平
成　

年
か
ら
気
管
挿
管

16

な
ど
の
高
度
な
応
急
処
置
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
病
院
前
救
護
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
安
易
な
利
用
が
多
数
見
受

け
ら
れ
、
緊
急
に
必
要
な
方
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

正
し
く
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高規格救急車消　防　署
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平
成　

年
は
、
市
内
で　

件
の
火
災
が

16

27

発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
建
物
火

災
が　

件
、
林
野
火
災
が
１
件
、
車
両
火

13

災
が
２
件
、
野
火
な
ど
が　

件
と
な
っ
て

11

い
ま
す
。

　

建
物
の
火
災
原
因
で
は
、
た
ば
こ
の
火

の
不
始
末
（
ポ
イ
捨
て
、
寝
た
ば
こ
な
ど

や
電
気
コ
ー
ド
の
異
常
加
熱
（
束
ね
た
ま

ま
の
使
用
、
電
気
コ
ー
ド
が
家
具
な
ど
の

下
に
な
っ
て
い
る
な
ど
）
な
ど
が
多
く
、

工
場
や
倉
庫
で
は
、
溶
接
機
な
ど
に
よ
る

火
花
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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一
定
の
面
積
以
上
の
商
店
や
事
業
所
な

ど
は
、
消
火
器
や
火
災
報
知
機
な
ど
の
消

防
用
設
備
の
設
置
が
、
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
、
毎
年
、
消
防
職
員
が
適
正
に
設
置

さ
れ
て
い
る
か
立
入
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢

者
な
ど
の
住
宅

を
訪
問
し
、
こ

ん
ろ
や
暖
房
器

具
が
正
し
く
使

用
さ
れ
て
い
る

か
を
点
検
し
、

火
災
予
防
を
呼

び
掛
け
て
い
ま

す
。�

�
�
�
�
�
�

　

火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、

迅
速
・
安
全
に

避
難
で
き
る
よ

う
事
業
所
や
学

校
、
町
内
会
な

ど
で
避
難
訓
練

の
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
防

火
懇
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�



　

火
災
は
、
出
火
後
の
数
分
間
が
被
害
の

大
き
さ
を
決
め
る
大
切
な
鍵
に
な
り
ま
す
。

　

万
一
の
場
合
は
、
落
ち
着
い
て
消
火
し

ま
し
ょ
う
。

�
消
火
器
の
放
射
時
間
は
、
約　

秒
で
す
。

１５

�
消
火
器
の
放
射
距
離
は
、
３ 
〜 
５ 
�
で

　

す
。

�
消
火
器
で
消
火
で
き
る
の
は
、
天
井
裏

　

に
達
す
る
ま
で
の
炎
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
消
火
器
を
有
効
に
使
い
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
消
火
器
は
、
日
ご
ろ
の
管
理
が

大
切
で
す
。
腐
食
し
た
消
火
器
が
破
裂
す

る
な
ど
の
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。
使
用

期
限
の
切
れ
た
消
火
器
は
早
め
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

◎
消
火
器
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

　

各
地
で
消
火
器
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
だ
と
感
じ
た
ら
、
身
分
証
明
書
の

提
示
を
求
め
た
り
、
は
っ
き
り
と
点
検
な

ど
を
断
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

防火査察消防訓練

ポンプ車

化学車

水槽車

������������	
�

合　計その他車　両林　野建　物年

１９件６件１件１件１１件平成１４年

２１件７件２件１件１１件平成１５年

２７件１１件２件１件１３件平成１６年

火災発生件数

主な火災原因

順　　　位
年

３位２位１位

放火、放火の疑いたばこ電気配線平成１４年

こんろ火遊び放火、放火の疑い平成１５年

電気配線溶接機、切断機たばこ平成１６年

）
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救
急
車
の
出
動
は
年
々
増
え
、
昨
年
は

市
内
で
約
２
千
件
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
急
病
が
１
千　

件
、
一
般

397

負
傷
が　

件
、
交
通
事
故
が　

件
な
ど
と

257

123

な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
に
救
助
工
作
車
を
配
置
し
、
交

通
事
故
で
車
両
か
ら
脱
出
で
き
な
い
場
合

や
工
場
で
の
機
械
に
よ
る
事
故
な
ど
に
出

動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
や
海
な
ど
の
水
難
事
故
に

対
応
す
る
た
め
、
水
難
救
助
の
資
機
材
の

整
備
と
水
難
救
助
隊
員
の
養
成
を
行
い
、

現
在
８
人
の
隊
員
が
い
ま
す
。
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救
急
業
務
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

応
急
手
当
の
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
心
肺
蘇
生
法
や
け
が
な
ど

の
応
急
手
当
の
知
識
・
方
法
を
身
に
付
け

て
い
た
だ
く
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

人
程
度
の
方
が
集
ま
れ
ば
職
員
を
派

10
遣
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

合　計その他急　病一般負傷労働災害交通事故年

１,８８１件１７０件１,３１２件２４６件１８件１３５件平成１４年

１,９３５件１９１件１,３０８件２６２件１１件１６３件平成１５年

２,０２１件２２２件１,３９７件２５７件２２件１２３件平成１６年

救急車出動状況

救助出動状況

合　計その他機械による
事故　水難事故交通事故年

２２件３件２件１件１６件平成１４年

２６件７件１件２件１６件平成１５年

１９件５件０件５件９件平成１６年

救急講習会実施状況

平成１６年平成１５年平成１４年種　　　別

１７回１６回１５回普通救助講習

２９回３０回２３回一般救助講習

夕暮れの救助作業で照明装置とクレーンを使用する工作車

車両の海中転落で捜索する水難救助隊員
子育てサークルの子どもたちが消防署を見学

消防活動への熱
い思いを発表し

た消防職員意見
発表大会

危険な場所での
活動に備え訓練

を行うレスキュ
ー隊員

小学校の写生会
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消
防
団
は
、
６
分
団
（
幌
別
、
登
別
、

登
別
温
泉
、
鷲
別
、
富
士
、
富
浦
）　

人
149

の
団
員
で
構
成
し
、
消
防
本
部
と
の
連
携

に
よ
り
、
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
活
動
、

市
民
の
防
火
・
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
安
全
確
保
の
使

命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
で
高
齢
者
が
死
傷
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
た
め
、
冬
期
間
に
女
性
団
員
が
、
高

齢
者
世
帯
を
対
象
に
毎
年
防
火
訪
問
を
行

い
、
火
気
取
り
扱
い
の
注
意
を
喚
起
し
な

が
ら
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
と
気
配
り

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
児
童
を
対

象
に
、
防
火
に
関
す
る
手
作
り
紙
芝
居
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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消
防
団
の
効
率
的
な
防
御
活
動
の
体
制

整
備
と
団
員
の
士
気
高
揚
を
目
的
に
開
催

さ
れ
る
消
防
訓
練
大
会
で
す
。
過
去
に
は

胆
振
地
方
の
代
表
と
し
て
、
北
海
道
大
会

に
参
加
す
る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
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地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
た
め
、
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
方
が
た
か
ら
支
持
さ
れ
、
や
り

が
い
の
持
て
る
消
防
団
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
使
命
感
あ
ふ
れ
る
人
材
を
求
め
て

い
ま
す
。

�
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�
�

�
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平
成　

年
か
ら
室
蘭
管
内
の
高
校
や
専

15

門
学
校
の
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
の

取
り
組
み
で
、
各
事
業
所
を
訪
問
す
る
就

業
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
に
も
、
毎
年
、
高
校
生
や
専
門

学
校
生
が
訪
れ
、
消
防
職
員
の
指
導
の
も

と
、
ロ
ー
プ
結
索
な
ど
の
救
助
実
務
、
応

急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
救
命
講
習

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
地
域
に
密
着
し
た

消
防
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
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７
月
５
日
か
ら
携
帯
電
話
に
よ
る　

番
119

緊
急
通
報
の
直
接
受
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

室
蘭
市
や
白
老
町
と
の
境
界
付
近
で
は
、

室
蘭
市
や
白
老
町

の
消
防
署
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
通
報

す
る
時
は
登
別
市

○
○
町
と
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

�����

�����������
�����������

はしご車
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　登別市職員の給与や職員数、服務などの状況
を市民の皆さんに理解していただくため、国家
公務員の給与と比較しながら、その内容をお知
らせします。
　市職員の給与は、その職務と責任に応じて支
給される給料と、扶養・通勤手当などの諸手当
から構成され、『登別市職員の給与に関する条
例』に基づいて支給しています。

　また、給与の改定は、国に準じて行っていま
す（国の場合は、毎年度、人事院が国家公務員
の給与を民間の給与水準と均衡させることを目
的に行う勧告に基づき、改定が行われています
　なお、国家公務員と地方公務員の給与水準を
比較する際に用いられる『ラスパイレス指数』
は、国家公務員を　１００　とした場合、登別市職員
は平成１６年４月１日現在で９４．１となっています。

◆部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）

対前年増減数職　員　数
区　　　分

H１７H１６H１５H１７H１６H１５

６６６議 会

一般行政
部　　門

△２△６△４９４９６１０２総 務 企 画

△２２３２５２５税 務

△２△１△３９３９５９６民 生

△３△２３１３１３４衛 生

１１１労 働

△２８８１０農 林 水 産

△１△２１３１４１４商 工

△４△１△２４５４９５０土 木

△１１△１３△１３３１４３２５３３８小 計

△４△１５１５５５６教 育
特別行政
部　　門 △２△１８８９０９１消 防

△６△２０１３９１４５１４７小 計

△１７△１５△１３４５３４７０４８５普通会計合計

△１△１１８１９１９水 道
公営企業
等　会　計
部　　門

△２１２１２１２３下 水 道

２２２２２２そ の 他

△１△２０６１６２６４小 計

△１８△１７△１３５１４５３２５４９総　　合　　計

◆職員人件費の状況（平成１６年度全会計決算）

人　　　件　　　費住民基本台帳人口
（H１７年３月３１日現在） 計共済費等期末・勤勉手当職員手当給　料

千円
４，６５５，５１１

千円
７４９，５２２

千円
８８０，６５２

千円
８９０，７６５

千円
２，１３４，５７２

人
５３，９２３

◆職員人件費の状況（平成１７年度全会計予算）

※上記の人件費には、市長・助役・収入役・教育長の給与等を含み、嘱託員・臨時
　職員の給与等及び議員・各種委員の報酬などを含んでいません（人件費＝給料＋
　諸手当＋共済費など）。

１人当たり
人件費

人　　件　　費
職員数

計共済費等期末・勤勉手当職員手当給　料
千円

６，３４３
千円

４，３２８，５４４
千円

７２１，３６２
千円

８３１，８０９
千円

７１２，２１３
千円

２，０６３，１６０
人

５１８

◆平均給料月額と平均年齢　　　　 （平成１７年４月１日現在）

※上記の人件費には、市長・助役・収入役・教育長の給与等を含み、嘱託員・臨
　時職員の給与等及び議員・各種委員の報酬等を含んでいません（人件費＝給料
　＋諸手当＋共済費など）。また、『１人当たり人件費』には、退職手当、共済
　費等及び市長・助役・収入役の給与を含んでいません。
※市は、独自の給与削減として、平成１５年度から管理職手当の削減（全会計：年
　間ベースで　５５０　万円程度）を行っています。また、平成１６年１０月１日から３年
　間、給料を４.５％～３.５％、期末・勤勉手当を５％削減するほか、退職手当を当
　分の間、５％削減します（全会計：年間ベースで２億１,０００万円程度）。

技能労務職一般行政職区　　分
３３７，７４１円３４３，５８８円平均給料月額
３７６，５８３円３９８，３８６円平均給与月額
５１歳６月４５歳１１月平　　均　　年　　齢

※給与月額＝給料＋諸手当

◆退職手当の支給率　　　　　　　　　 　 （平成１７年４月１日現在）

国 登　　別　　市
区　　分

勧奨・定年退職自己都合退職勧奨・定年退職自己都合退職
２７.３００月分２１.０００月分２７.３００月分２１.０００月分勤続２０年
４２.１２０月分３３.７５０月分４２.１２０月分３３.７５０月分勤続２５年
５９.２８０月分４７.５００月分５９.２８０月分４７.５００月分勤続３５年
５９.２８０月分５９.２８０月分５９.２８０月分５９.２８０月分最高限度額

※退職手当＝退職時の給料月額×支給率
※退職手当の額は、上記の率により算定された額から５％を減額します。

◆特別職の給料などの状況　　　　　　　　　 （平成１７年４月１日現在）
期末手当の支給割合月　額区　　　分

６月期　　　　１.９月分
１２月期　　　　２.３月分
　計　　　　　４.２月分

（一般職と同様に加算措置があります）

７８３，０００円市　長

給　料 ６５１，０００円助　役

５８５，９００円収入役

６月期　　　　２.１月分
１２月期　　　　２.３月分
　計　　　　　４.４月分

（一般職と同様に加算措置があります）

４００，０００円議　長

報　酬 ３５０，０００円副議長

３２０，０００円議　員

◆一般行政職の初任給と経験年数別平均給料月額　　　 　 （平成１７年４月１日現在）

経験年数別平均給料月額初　任　給
区　分 ２０年以上

２５年未満
１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満国登別市

３８０，２００円３０７，０００円２６６，０００円１７０，７００円１６４，７２６円大　学　卒
３３９，８００円２５３，８００円２２４，８００円１３８，８００円１３３，９４２円高　校　卒

◆一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　 （平成１７年４月１日現在）

計９級８級７級６級５級４級３級２級１級区分
部長・
次長の
職　務

次長・
主幹の
職　務

主幹の
職　務

主査・
主任の
職　務

主査・
主任の
職　務

主任の
職　務

担当員
の職務

担当員
の職務

担当員
の職務

標準的
な職務
内　容

　人
２８４

　人
８

　人
３６

　人
３６

　人
９２

　人
２３

　人
５２

　人
２９

　人
４

　人
４職員数

　％
１００

　％
２．８

　％
１２．７

　％
１２．７

　％
３２.４

　％
８．１

　％
１８．３

　％
１０.２

　％
１．４

　％
１．４構成比

◆期末・勤勉手当の支給割合　　　　　 （平成１７年４月１日現在）

備考国登　　別　　市区分
職務の
段階、
職務の
級など
による
加算措
置あり

０.７月分勤　
　

勉

１.４月分期　
　

末

０.７月分勤　
　

勉

１.４月分期　
　

末

６月期

０.７月分１.６月分０.７月分１.６月分１２月期

４.４月分４.４月分計

※期末・勤勉手当は、民間企業のボーナスにあたります。

※市長・助役・収入役の給料は、平成１６年４月から平成１９年９月まで市長は１０％、
　助役・収入役は７％減額します。
※議長・副議長・議員の報酬は、平成６年４月１日から現行の報酬額
※平成１６年度の市長・助役・収入役・教育長の期末手当は、減額後の給料月額を基
　に算出し、削減（８７万円程度）しました。
※平成１５年度から、管理職手当の削減額に準じて、市長・助役・収入役・教育長の
　６月期末手当を、０.２月分引き下げ（平成１７年度は５９万３,０００円程度）しています。

平成１７年度全会計予算平成１６年度全会計決算
計社会保険給料・手当計社会保険給料・手当
千円

５７９，９８２
千円

６６，１９８
千円

５１３，７８４
千円

５６９，８７７
千円

６２，３７７
千円

５０７，５００

◆嘱託員・臨時職員人件費の状況

※『登別市』の初任給は、平成１６年１０月１日から行っている給料減額後の額。

公表

）。
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◆職員の勤務時間やその他の勤務条件の状況
�勤務時間　月曜日から金曜日までの９時～17時30分
　（勤務時間が変則の勤務者は、１日につき７時間45分
　となるように割り振る）
�休憩時間　12時15分～13時
�休日など　土・日曜日、祝日、年末年始（12月31日～
　１月５日）
�休暇の種類　年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介
　護休暇（給与減額あり）

◆職員の福祉及び利益の保護の状況（平成１６年度）
�職員の福祉の状況
【健康診断受診状況】

【公務災害補償制度の適用状況】

�利益の保護の状況
　　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、
　公平委員会に対して、市当局により適当な措置がとら
　れるべきことを要求することができます。
　　また、懲戒などの処分を受けた職員は、公平委員会
　に行政不服審査法による不服申し立てをすることがで
　きます。
　　平成16年度については、職員からこのような措置要
　求や不服申し立ては、ありませんでした。
◆職員の服務の状況
　　職員は、地方公務員法で全体の奉仕者として公共の
　利益のために勤務し、職務に専念すること（服務の根
　本基準）が義務付けられており、このほかに『法令等
　及び上司の職務上の命令に従う義務』『信用失墜行為
　 の禁止』『秘密を守る義務』『政治的行為の制限』
　『争議行為等の禁止』『営利企業等の従事制限』など
　が課せられています。
　　この服務規程に違反した場合は、懲戒処分の対象と
　なるほか、状況によっては刑罰の対象になることがあ
　ります。
　　市は、交通事故防止や選挙時の服務規律の遵守など、
　機会のあるごとに職員に周知しています。

受診者数対象者数健康診断の種類

391394人　間　ド　ッ　グ
113121定期健康診断

0適　用　件　数

年度中の退職者年度中の新規採用者各年４月１日の職員数

238580平成１２年度
2410567平成１３年度
1911554平成１４年度
2314549平成１５年度
246532平成１６年度

6514平成１７年度

◆職員の任免及び職員数に関する状況　 （平成１７年４月１日現在）

◆登別市独自の給与の削減の状況
【職員】

内　　　容項　目期　　間
�７級以上の職員は、基礎給料月額から４．５％
　を削減。
�６級以下の職員は、基礎給料月額から３．５％
　を削減。

給 料H１６．１０．１～
H１９．９．３０

削減前の給料を基に算出した額から５％を削減。期末手当H１６．１２～H１９．６
削減前の給料を基に算出した額から５％を削減。勤勉手当H１６．１２～H１９．６

退職手当額から５％を削減。退職手当H１６．１０．１から当
分の間

部長職は１５％、次長職は１２％、主幹職は１０％を
削減。

管 理 職
手 当

H１５．４．１から当
分の間

【特別職・教育長】
内　　　容項　目期　　間

市長は給料月額の１０％、助役、収入役、教育長
は給料月額の７％を削減。給 料H１６．４～H１９．９

上記改正後の給料月額を基に算出。期末手当H１６．４～H１９．９

上記改正後の給料月額を基に算出。退職手当H１６．４．１～
H１９．９．３０

手当算出上、給料月額に乗じる数値を約５．５％
減じています。退職手当H１５．１２．１から当

分の間

【嘱託員】
内　　　容項　目期　　間

削減前の基本手当から２％を削減。基本手当H１７．４．１～
H２０．３．３１

削減前の基本手当を基に算出した額から２％を
削減。勤勉手当H１７．６～H１９．１２

◆職員の分限及び懲戒処分の状況（平成１６年度）
　　市は、懲戒処分に至らない訓告や厳重注意について
　も、『懲戒処分等の公表基準』に基づいて公表してい
　ます。
　　ここに掲載したものは、この基準により報道機関や
　市のホームページで、すでに公表したものを集約して
　います。
【分限処分】

処分の根拠法など該当職員数事　　由分限処分の内容
�地方公務員法第２８
　条第２項第１号４心身の故障のため、

長期の休養を要する休職

【懲戒処分など】
処分の根拠法など人数処分の種類処分事案数

�地方公務員法第２９
　条第１項

１停　　職

５件

２減　　給

３戒　　告
�職員の懲戒処分並び
　に訓告及び厳重注意
　の措置に関する基準

３訓　　告

２厳重注意

◆職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成１６年度）
�職員の研修の状況（延べ人数）

�勤務成績の評定の状況
　　市は、年１回、管理職（部長職、次長職、主幹職）を対象に、その能力
　や業績について評価を行い、勤勉手当の成績率として反映しています。

計自主研修派遣研修政策形成
能力研修特別研修専門研修基本研修

４４１８４５１６１８０４９１０７受講者数

計Ｄ評価Ｃ評価Ｂ評価Ａ評価Ｓ評価

９４０１３６８１３０職　員　数

市職員の給与などの状況に
ついてのお問い合わせは

人事・行政管理
グループ

�○８５ 1132　�○８５ 1108
Ｅメール：staff@city.
noboribetsu.hokkaido.jp



�

　８月27日�・28日�の２日間、登別温泉街で『第42回
登別地獄まつり』（市、登別観光協会主催）が行われ、
延べ約３万　7,000　人の市民や観光客がゆく夏を惜しみな
がら、まつりを楽しんでいました。
　まつりは、主催者と地元小・中学生の代表によるテー
プカットに続き、登別温泉小学校児童のオニッコマーチ
ングバンドのパレードで開幕。北海自衛太鼓の『鬼太鼓
や『鬼みこし暴れねりこみ』で徐々に盛り上がり、地獄
ばやしにのって鬼面をつけた市民と観光客が一緒になっ
て踊る『鬼踊り大群舞』でまつりは最高潮になりました。

��������	 ～花いっぱい運動花壇コンクール～

～第54回北海道公衆衛生大会～�������	
����
　９月１日�・２日�の２日間、市民会館で『第54回北海道公衆衛生
大会』が開かれ、道内各地から環境や衛生、健康づくりに携わる方な
ど、延べ約　１，０００　人が参加しました。
　この大会が市内で開催されるのは19年ぶり。今回は、『みんなで始
める環境づくり～あなたと地球の未来のために～』をスローガンに、
安心して暮らせる環境や衛生の向上を図るための気運を高め、実践活
動につなげていくことを目指し、講演や事例発表などが行われました。
　事例発表では、ふぉれすと鉱山活動支援組織モモンガくらぶ会長の
 松  原  條一 さんが『自然体験活動と環境保全』と題して発表したほか、
まつ ばら じょういち

登別市衛生団体連合会理事の 雨洗 
あめあらい

 康 江
やす え

   さん・ 佐  藤  弘  子 さん・ 對  馬  敬  子 
さ とう ひろ こ つ しま けい こ

さんの３人が『春・秋のクリーン作戦とごみ分別辞典の作成について
と題して、ごみ分別辞典を作成した経緯などを、実践例を交えて発表
していました。

▲地獄ラーメン早喰い大会

～第４２回
　登別地獄まつり～

　ハイライトを飾ったのは、『エンマ大王からくり山車』。高さ
約６㍍ の巨大なエンマ大王が地獄の審判を下すと、極楽通りを埋
めた市民や観光客から歓声が上がるなど、登別温泉街は夜遅くま
でにぎわっていました。
　このほか、『足湯体験』『地獄ラーメン早喰い大会』、登別中
学校の吹奏楽部の演奏会や郷土芸能『熊舞』の披露などが行われ、
地獄ラーメン早喰い大会では、あまりの辛さと熱さに体を震わせ
ながら完食を目指す参加者に、観客から大きな声援が送られてい
ました。

▲中央町三丁目町内会

▲汐平町内会

　８月29日�、市内で『花いっぱい運動花壇コンクール
の審査会が開かれました。
　このコンクールは、市民の交流の場づくりや花と緑が
あふれるまちづくりを目的に、登別市民憲章推進協議会
が毎年行っているものです。
　今年は25町内会等が丹精込めて手入れをした花壇を審
査。同協議会のメンバーで構成する審査員が市内を回っ
て、マリーゴールドやサルビア、アゲラタムなどの花の
咲き方や花壇のデザインなどを細かく審査しました。
　審査の結果、中央町三丁目町内会と汐平町内会が優秀
賞に選ばれました。

』
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～ふれあいフェスティバル2005のぼりべつ～

～第28回登別漁港まつり～　

　９月11日�、しんた21で『ふれあいフェスティバル2005のぼり
べつ』（登別市社会福祉協議会主催）が開かれました。
　この催しは、障害のある方もない方も、誰もが地域で安心して
暮らせる心豊かな福祉社会の実現を目指すことを目的に、毎年こ
の時期に行われています。
　企画と運営には、市内のボランティア団体や老人クラブなど33
団体が参加。点字や点訳、手話、朗読、バリアフリー、ガイドヘ
ルプなどの各コーナーが設けられたボランティア体験コーナーで
は、参加者が車いすに乗り、少さな段差を乗り越えようと悪戦苦
闘。参加者は、バリアフリーの大切さを実感していました。
　このほか、フリーマーケットや福祉施設で作っているパンなど
の販売、地域福祉実践計画中間報告、障害者デイサービスの発表
作品展示なども行われ、参加者の交流の輪が広がっていました。

　９月10日�・11日�の２日間、登別漁港で『第28回登別漁港ま
つり』（同実行委員会主催）が開かれました。
　この催しは、海の安全と豊漁の感謝を地域住民とともに分かち
合おうと、毎年この時期に行われており、会場は、新鮮な海の幸
を求める大勢の市民でにぎわいました。
　岸壁に大漁旗を飾った漁船が連なる華やかな雰囲気の中、地元
産のタラコやホッキ、秋サケ、エビなどを格安で販売する海産物
即売コーナーやＪＡくりやま農産物即売会のほか、薄型テレビが
当たるビンゴゲーム大会、特設ステージでの和太鼓演奏、よさこ
いソーランの演舞なども行われ、まつりを盛り上げました。
　朝揚げサケ抽選即売では、整理券配布から長い行列ができ、抽
選で当たった方は、期待を込めてサケの付いたひもを引き、サケ
にブリやヒラメが付いていると、大きな歓声を上げていました。
　また、今回は北海道開発局の監督測量船『みさご』の体験乗船
が行われ、多くの小学生が乗船。海から登別を眺めていました。

�������	
�
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　８月26日�、市民会館で、市教育委員会と室蘭警察署
の連携に関する協定『子どもの健全育成サポートシステ
ム』の調印式が行われました。
　この協定は、小・中学校と警察が児童・生徒の問題行
動に関する情報を共有し、児童・生徒の非行や犯罪被害
の未然防止を目的に結ばれたものです。調印式には、市
教育委員会や小・中学校、警察から約20人が出席。武田
教育長と木村室蘭警察署長が協定書に調印しました。

～『子どもの健全育成サポートシステム』調印式～～『子どもの健全育成サポートシステム』調印式～

����������������������������������������������������������������������										
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▲握手を交わす武田教育長（右）と木村署長

　協定は９月１日から実施され、警察から小・中学校には、児童・
生徒の検挙・補導に関する情報のうち、複数での非行や、他校、有
無職少年などとのトラブル、深夜はいかいを繰り返している場合な
どの情報が連絡の対象となっています。
　また、小・中学校から警察には、児童・生徒の非行や犯罪被害の
未然防止、安全確保などのため、警察との連携が必要な情報が連絡
の対象となっています。
　なお、共有する情報は、個人情報に当たるため、秘密の保持を徹
底し、連絡の範囲も必要最小限としています。

・

・
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▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
グ
ル
ー
プ

（
�
○８５
 

５
６
３
４
）

人が輝き　まちがときめく

　

人
は
、
『
日
の
出
と
と
も
に
目
覚
め
、

暗
く
な
る
と
眠
る
』
と
い
う
自
然
の
サ

イ
ク
ル
と
一
体
と
な
っ
た
リ
ズ
ム
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　

人
の
体
は
、
寝
て
い
る
間
に
い
ろ
い

ろ
な
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
子
ど
も
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
活
発

に
分
泌
さ
れ
る
の
で
、
十
分
な
睡
眠
を

と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
に
無

理
の
な
い
元
気
な
毎
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
社
会
全
体
が
夜
型

に
な
り
、
子
ど
も
の
就
寝
時
間
に
も
そ

の
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
。
親
と
一
緒

に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
き
、
帰
宅
が
深
夜
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
や
夜
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
な
ど
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
夜
９
時
以
降
に
就
寝
し
て
い
る
状

況
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

就
寝
時
間
が
遅
く
な
る
と
『
朝
の
目

覚
め
が
悪
く
食
欲
が
な
い
』
『
満
足
に

朝
食
を
と
る
時
間
が
な
い
』
な
ど
か
ら
、

『
朝
か
ら
ぼ
ん
や
り
し
て
一
日
の
行
動

に
も
活
気
が
な
い
』
『
元
気
が
な
く
動

き
も
鈍
い
た
め
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
』
な

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

Group

別
地
区
展
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
作
品

も
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の

皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
中

齊
さ
ん
は
、
活
動
の
様
子
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
入
会
し
た 
中  
村  
凌
子 
さ
ん

な
か 
む
ら 
り
ょ
う
こ

は
「
以
前
か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
興
味

が
あ
り
、
友
人
と
一
緒
に
入
会
し
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
の
雰
囲
気
は
和
気
あ
い

あ
い
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
人
生
や
主
婦
の
先
輩
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
る

の
で
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。
今
は
、

幼
稚
園
に
通
う
孫
の
た
め
に
バ
ッ
グ
を

作
っ
て
い
ま
す
。
苦
労
し
て
作
っ
た
作

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ん
で
も
ら
え

た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
作
り
に

挑
戦
し
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
中
齊
さ

ん
（
�
○８６
 

５
０
３
４
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

『
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
ゆ
ず
り

葉
』
は
、
仲
間
づ
く
り
を
図
ろ
う
と
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
愛
好
者
を
中
心
に
、

平
成　

年
２
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

１２

　

現
在
、
会
員
は
女
性　

人
（
定
員　

１４

１６

人
）
。
毎
週
木
曜
日
、
鷲
別
公
民
館
に

集
ま
り
、
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
、
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
な
ど
の
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
型
紙
に
合
わ

せ
て
裁
断
し
た
布
を
、
色
や
形
、
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
な
が
ら
縫
い
合
わ
せ
て
作

品
に
し
て
い
き
ま
す
。
一
針
一
針
手
で

縫
い
合
わ
せ
る
の
で
、
完
成
す
る
ま
で

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
家
で
も
好
き

な
時
間
に
少
し
ず
つ
作
品
づ
く
り
が
で

き
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
ね
」
と
話

す
の
は
、
会
長
の 
中  
齊  
郁  
子 
さ
ん
。

な
か 
さ
い 
い
く 

こ

　

「
会
員
同
士
、
お
互
い
の
作
品
を
見

な
が
ら
教
え
あ
う
な
ど
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。　

月
の
市
民
文
化
祭
鷲

１１

お互いの作品を見ながら
教えあうなど、楽しく活
動しています

パッチワークサークルゆずり葉

ど
、
子
ど
も
ら
し
く
な
い
動
作
が
現
れ

て
き
ま
す
。

『
午
前
中
に
ひ
と
遊
び
し
、
昼
食
後
に

は
昼
寝
を
し
て
、
夕
方
ま
で
遊
ぶ
』
と

い
う
活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
身
に

付
き
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
促
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

家
庭
に
お
け
る
生
活
習
慣
は
、
子
ど

も
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す

の
で
、
『
早
寝
早
起
き
の
習
慣
』
を
身

に
付
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

『
く
ら
し
の
知
恵
袋
』
を
長
い
間
ご

愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ

り
子
育
て
に
不
安
を
持
つ
保
護
者
の
方

が
増
え
て
い
る
た
め
、
子
育
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
『
子
育
て
伝
言
板
』
を

掲
載
し
ま
す
。

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

 
富 　
 
澤 　
 
富 　
 
子 

と
み 

ざ
わ 

と
み 

こ
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１０月
土金木水火月日
1
8765432
１５１４１３１２１１１０9
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４　

　３１
２３　
　３０

１１月
土金木水火月日
54321
１２１１１０9876
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３０２９２８２７
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●１２ 　クリンクルセンターからのお知らせ

●１３ 　し尿収集日のお知らせ（定期収集区域

●１４ 　しんた２１からのお知らせ

●１６ 　国民健康保険被保険者証の更新を行い
　　ます

●１６ 　介護保険施設などの利用者負担が変わ
　　ります

●１７ 　平成１８年度私立幼稚園入園児募集 

●１７ 　文化・スポーツ振興財団からのお知ら
　　せ

●１８ 　子育て支援センターからのお知らせ

●１９ 　消防本部・消防署からのお知らせ

●２０ 　個人市・道民税と所得税の課税制度の
　　見直しが行われました

●２１ 　平成１８年度浄化槽設置希望者を募集し
　　ます

●２２ 　一日合同行政相談所を開設します

●２４ 　覚えておいてください『災害用伝言ダ
　　イヤル１７１』

●２７ 　高齢者用割引定期券『ふれあいパス』
　　の購入費を一部助成しています

�������

●１２ 　１１月の粗大ごみ収集

●１５ 　１１月の集団予防接種

●１６ 　健康相談・診査

●１７ 　１０月の歯科救急医療

●２３ 　無料法律相談

　固定資産税・都市計画税（第３期）と国
民健康保険税（第５期）、介護保険料（普
通徴収第４期）の納期限は10月31日�です。
忘れずに納めましょう。 
　納入には、便利な口座振替制度もありま
すのでご利用ください。

▼問い合わせ　税務Ｇ（�○８５ １１５５）、
　国保・年金Ｇ（�○８５ １７７１）、高齢・
　介護・障害福祉Ｇ（�○８５ ５７２０）

忘れずに納めましょう
～納期限は１０月３１日（月）です～
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膝
痛
や
腰
痛
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者

を
対
象
に
、
市
民
プ
ー
ル
で
水
の
特
性

を
生
か
し
た
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

泳
げ
な
い
方
や
初
め
て
の
方
も
心
配
な

く
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�　
　

11

14

18

10

　

時　

分
〜　

時

15

12

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

25

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上

65

　

の
方
で
、
膝
や
腰
に
痛
み
の
あ
る
方

　

（
医
療
機
関
で
急
性
期
の
治
療
が
必

　

要
な
方
は
除
き
ま
す
）

▼
参
加
料　

1
日　

円
（
入
館
料
）

300

▼
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
用
帽
子

▼
申
し
込
み　
　

月
３
日
�
か
ら　

日

10

14

　

�
ま
で
に
電
話
で
高
齢
・
介
護
・
障

　

害
福
祉
Ｇ
（
�
○８５
 

５
７
２
０
）

　

国
や
特
殊
法
人
（
公
団
・
事
業
団
・

銀
行
・
公
庫
）
、
北
海
道
、
市
の
業
務

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
持

ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

11

10

12

▼
場
所　

登
別
郵
便
局
（
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅

　

西
口
前
）

▼
行
政
相
談
委
員　
 
前
川  
博 
さ
ん
、 
山 

ま
え
か
わ 
ひ
ろ
し 

や
ま

　
 
形  
貞  
子 
さ
ん

が
た 
さ
だ 

こ

▼
問
い
合
わ
せ　

情
報
推
進
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

６
５
８
６
）

　

生
涯
学
習
実
践
発
表
や
体
験
学
習
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時　

分
〜

10

22

10

30

▼
場
所　

市
民
会
館

▼
内
容

�
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
三
味
線
・ 
白  
田 

し
ら 

た

　
 
路  
明 
さ
ん
）

み
ち 
あ
き

�
郷
土
芸
能
発
表
（
幌
別
鉱
山
獅
子
舞
、

　

登
別
中
学
校
『
熊
舞
』
）

�
大
道
芸　

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー

　

マ
ン
ス
（
ボ
ー
ル
や
、
帽
子
、
シ
ガ

　

ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
使
っ
て
の
演
技

�
生
涯
学
習
実
践
発
表

　

・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
（
の
ぼ
り
べ

　
　

つ
舞
・
舞
・
舞
、
の
ぼ
り
べ
つ 
飛 ひ

　
　
 
炎  
乱  
舞 
、 
湯  
国 
踊
り
子
隊

え
ん 
ら
ん 

ぶ 

ゆ 

こ
く

 
鬼
龍 
）

き
り
ゅ
う

　

・
太
鼓
（
和
太
鼓 
清
嵐 
、
登
別
太
鼓
、

せ
い
ら
ん

　
　
 
颯 

は
や
て

太
鼓
、 
柳
技
伝 
）

り
ゅ
う
ぎ
で
ん

　

・
せ
ん
べ
い
焼
き
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

　
　

ハ
ー
モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ
（
と
き
め

　
　

き
大
学
専
修
課
程
）

�
学
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
魚
拓
、
陶
芸

　

な
ど
）

�
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
竹
と
ん
ぼ
、

　

ブ
ー
メ
ラ
ン
、
万
華
鏡
な
ど
）

�
昔
の
食
べ
物
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
ド
ン
、

　

せ
ん
べ
い
）

�
軽
食
コ
ー
ナ
ー
（
そ
ば
、
う
ど
ん
な

　

ど
）

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
１
５
４
）

学
ん
で
広
が
る
み
ん
な
の
輪

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『 
膝
痛 
・
腰
痛
改
善
予
防
教
室
』
に

ひ
ざ
つ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

『
一
日
行
政
相
談
』
を

偶
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

）

）



かると
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　粗大ごみの収集は、地域ごとに決められた年２回の収
集時期に、電話の申し込みにより行います。
　粗大ごみを出すときは（１回につき５品まで）、１枚
　１６０　円のごみ処理券を購入の上、１品ごとにごみ処理券
を張ってください。

※このほかの地区の収集日については、『家庭ごみ収集 
　カレンダー』に掲載しています。また、今後の『広報
　のぼりべつ』でも紹介していきます。

１１月の粗大ごみの収集日・地区

申込期間
（土・日曜日、祝日を除く）

収　集　日地　区　名

１０月２４日（月）　
～１１月４日（金）

１１月７日（月）　
～１１月１２日（土）富岸町

１０月３１日（月）　
～１１月１１日（金）

１１月１４日（月）　
～１１月１９日（土）若草町３・４丁目

１１月７日（月）　
～１１月１８日（金）

１１月２１日（月）　
～１１月２６日（土）

新生町５・６丁目、
若草町５・６丁目、
上鷲別町

１１月１４日（月）　
～１１月２５日（金）

１１月２８日（月）　
～１２月３日（土）若草町１・２丁目

申し込み　申込期間の９時～１６時に電話で収集
委託業者（㈲登和清掃・�○８８ ０２００）へお申
し込みください　
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� 申し込み・問い合わせ
環境対策グループ（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）
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　市内を清潔で快適な美しいまちにするため、秋の登別
クリーン作戦を行います。
　皆さんのご協力をお願いします。

▼日時　10月16日�　８時～９時（小雨決行、雨天の場
　合は10月23日�に延期）

▼集積場所　各地区のごみステーション（９時までに出
　してください）

▼分別方法　燃やせるごみ・燃やせないごみ
※クリーン作戦で回収されるびん・缶・ペットボトルは、
　汚れているものが多いため、びんと缶は燃やせないご
　み、ペットボトルは燃やせるごみに分別してください。

▼収集　当日は、各町内会などに配布したボランティア
　袋に、分別をして入れた燃やせないごみだけを収集し
　ます。燃やせるごみは、それぞれの地区の収集日に出
　してください。なお、当日は家庭から出るごみは出さ
　ないでください
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　市は、クリンクルセンターの再生品展示室に展示され
ている家具などのリサイクル品を販売します。
　なお、購入希望者が複数の場合は抽選とします。

▼対象　市内または白老町に居住する20歳以上で、抽選
　日から１週間以内に自己搬出ができ（１週間以内に搬
　出されない場合は無効となります）、抽選日当日、会
　場に来ることができる方
※リサイクル業を営んでいる方は申し込みできません。

▼抽選日　10月16日�　10時～

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼販売価格　500円～

▼展示品　タンス、食器棚、学習机、自転車など
※自転車は無料です。

▼申し込み　10月３日�から13日�の９時から16時まで
　にリサイクル品の中から希望するものを選び、クリン
　クルセンターに備え付けの申込用紙によりお申し込み
　ください（１人１点とします）
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　軽石を使った寄せ植えの講習会です。草花と自然石の
おりなす秋の風情を楽しみませんか。

▼日時　10月25日�　13時30分～15時30分

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼対象　市内に居住する方

▼講師　 小  笠  原  春  一 さん（㈱丸勇小笠原緑化）
お がさ わら はる いち

▼定員　15人（申込順）

▼参加料　2,000円（材料代）

▼持ち物　軍手、筆記用具

▼申し込み　10月11日�から18日�までに電話でお申し
　込みください
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　市は、市内全域を対象に野犬掃討を行います。犬を放
し飼いにしていると、野犬とみなし捕獲する場合があり
ますので、飼い主の方は必ず犬をけい留し、首輪や鎖、
けい留くいなどの点検をしてください。

▼野犬掃討期間　10月１日�～12月31日�
※飼い犬が行方不明になったときなどは、市で保護して
　いる場合がありますので、お問い合わせください。
※生後91日以上の飼い犬の登録（住所、飼い主の名前、
　犬の名前、種類など）や死亡、飼い主・住所が変わっ
　たときは、届け出が必要です。
◎守りましょう。飼い主のマナー
�犬の散歩時のふんなどで近所や道路、公園が汚されて
　います。散歩時のふんは、 雨  水 ますに捨てたり、ショ

う すい

　ベルなどで埋めたりせず、必ず家に持ち帰り、飼い主
　が責任をもって処理しましょう。
�ふんと尿のにおいは飼い主が感じる以上に周囲の方の
　迷惑となります。飼育場所などはいつも清潔にして、
　においが発生しないようにしましょう。
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▼指定店　アルファマート登別新生店（新生町３丁目10
　－６・�○８２ ２３２１）、ロッキー登別富岸店（富岸町
　２丁目12－１・�○８２ ６３００）
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情報あら
し尿収集日のお知らせ（定期収集区域）

　し尿収集の際は、次のことに留意してください。
�収集時は立会いをし、収集量を確認してください。
�クリーンチケットで支払いをされる方は、収集日
　前にチケットをご用意ください。
�収集日程は、天候などにより前後することがあり
　ます。
�臨時収集を希望される方は、お早めにお申し込み
　ください。

4月3月2月1月12月11月丁目・番地町　　名
18.204.613.141丁目

登　別　本　町
22.23.247.8.915.16.171.2.41～24番地

2丁目
25.27.28.2910.13.14.1519.20.21.225.7.8.925番地～
30.3116.1724.2610.113丁目

1.318.2027.2812.141丁目

登　別　東　町

4.5.6.721.22.23.246.7.10.1115.16.17.182丁目
8.1025.2712.1319.213丁目

14.15.17.183.4.6.718.19.20.2126.28.29.301～29番地
4丁目

11.12.131.22814.16.1722.24.2530番地～
22.24.2511.13.1426.27.285.6.71～30番地

5丁目
19.20.218.9.1023.24.251.2.331番地～

1182712全域登　別　港　町
27.2816.171.29.10全域富　浦　町
261530.318全域幸　　　町
197231全域新　栄　町
17420291・2丁目

千　歳　町
13116.1726.2711.123～6丁目
3.418.2028.2914.151～4丁目

幌　別　町
5.621.226.7.1016.175～8丁目

17.18.202.3.412.13.14全域中　央　町
8.1024.2512.1319.21全域常　盤　町

22.23.246.7.815.16.171.2.4全域柏　木　町
20.218.924.252.3全域片　倉　町

25.279.1019.205.7全域富　士　町
11271422全域新　川　町

25.26.2713.14.1528.30.317.8.9全域桜　木　町
7231118全域緑　　　町
1862130全域青　葉　町
22.2410.1126.275.6全域大　和　町
2816110全域若　山　町

28.29.3013.14.1521.22.248.9.101～3丁目富　岸　町
1.318.206.718.191～3丁目

新　生　町
4.521.2210.1121.224～6丁目
12.1312816.1724.251・2丁目

栄　　　町
14.152.318.1926.283・4丁目
6.7.823.24.2512.13.1424.25.261・2丁目

鷲　別　町
10.1127.2816.1728.293丁目
12.131.218.191304丁目
14.15.173.4.620.21.232.3.55・6丁目
18.197.824.256.71・2丁目

若　草　町
20.219.1026.278.93・4丁目
22.24.2511.13.1428.30.3110.12.135丁目
27.2816.172.315.162.46丁目

1841751丁目

美　園　町
20.22.236.7.819.207.8.92・3丁目
24.259.1021.2210.114丁目
27.2813.1424.2612.145丁目
29.30.3115.16.1727.28.2915.16.176丁目

26151141全域上　鷲　別　町

５日程度の余裕をみて
㈱東洋興業（�○８５ ２９３５）
に電話でお申し込みください。

カルルス町、上登別町、登別温泉町、中登別町、札内町、来馬町、鉱山町、川上町、
千歳町の一部、富岸町の一部

臨時収集

�転居・転出される方は、必ず最終くみ取りを行っ
　てください。

▼臨時収集・最終くみ取りの申し込み、収集に関す
　る問い合わせ　㈱東洋興業（�○８５ ２９３５）

▼料金などに関する問い合わせ
　環境対策グループ
　（クリンクルセンター内�○８５ ２９５８）

し 尿 収 集 日 程 表

　１１月から平成１８年４月までのし尿収集日程をお知らせします。
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　日ごろより、献血にご理解とご協力をいただ
きありがとうございます。
　依然、全種類の血液が不足しています。より
多くの皆さんのご協力をお願いします。

▼日時　１０月１２日�　９時３０分～１１時

▼場所　市役所第２庁舎前
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　お子さんが１歳を過ぎたら、丈夫な歯をつく
るために親子で楽しく学んでみませんか。

▼日時　10月19日�　10時～12時

▼場所　しんた21

▼対象　１歳～１歳６カ月のお子さんとその保
　護者

▼内容　歯のお話と歯科検診（なかがわ歯科医
　院　 仲川  弘誓 さん）、交流会（手作り軽食の

なかがわ ひろちか

　試食）

▼定員　20人（申込順）

▼参加料　200円（軽食の材料代）

▼持ち物　お子さんの歯ブラシ、母子健康手帳、
　おしぼり

▼申し込み　10月３日�から17日�までに電話
　でお申し込みください
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　もく浴やおむつ交換などの実習をはじめ、妊
婦さん同士の情報交換や妊婦体操の体験、先輩
ママの体験談、妊娠中の食事の話などを聞くこ
とができます。
　お父さんになる方やご家族もぜひご参加くだ
さい。

▼開催日・時間・内容

内　　　　容時　間開催日

もく浴やおむつ交換の実習、
パパの妊婦体験など

１０時～ 
１２時３０分

１日目 
１０月２３日（日）

妊婦体操、授乳体験、先輩ママ
との交流など

１３時３０分～ 
１５時３０分

２日目 
１０月２８日（金）

妊娠期の食生活のお話など
１３時３０分～ 
１５時３０分

３日目 
１１月２日（水）

▼場所　しんた21

▼対象　１日目…妊婦の方（ご家族も参加でき
　ます）、２・３日目…１日目に参加した妊婦
　の方

▼定員　15組（申込順）

▼申し込み　10月３日�から20日�までに電話
　でお申し込みください
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　エキノコックスは寄生虫の一種で、キツネや
犬などに寄生したエキノコックスの卵が人間の
口に入ると、体内で幼虫に成長し、肺や肝臓な
どが侵されます。また、潜伏期間が長い（数年
～１０数年）ためすぐには自覚症状がありません
が、放っておくと命にかかわることがあります。
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◎外から帰ったら必ず手を洗う。
◎沢水や小川などの生水は飲まない。
◎エキノコックスの卵は熱に弱いため、山菜な
　どはよく洗うか十分に加熱（６０～８０度で５分
　間、　１００　度で１分間が目安）してから食べる。
◎最近は、飼い犬からの感染の症例もあるため、
　犬の放し飼いはしない。
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　市は、毎年市民を対象にエキノコックス症の血清検査を行っています。検査は無料で、日程は広
報のぼりべつ１１月号でお知らせする予定です。心配な方は、ぜひ検査を受けてください。

　エキノコックスの媒介であるキツネが、住宅
地や観光地などにいることがありますが、決し
てエサを与えたり生ゴミを放置したりしないよ
うにしましょう。
　キツネにエサを与えることは、キツネが本来
持っている野生の習慣を変えてしまう恐れがあ
ります。かわいいからといって絶対に触ったり
せず、距離をおいて見守ってあげましょう。
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11月の集団予防接種

【接種上の注意】
●受ける前に前回の予防接種からの間隔を必ず確認してください
●通院中の方は接種してよいかを主治医と相談してください
●必ず母子健康手帳を持参してください
※予防接種は無料で受けられます。
　年間日程表は、接種場所やしんた２１で配布しています。

接種方法対　　象日　　時場　　所種　類

６週間以上の
間をおいて２
回投与　　　

３カ月以上７歳６カ
月未満児（１歳６カ
月までに終えること
が望ましい）　　　

１１月２２日（火）
１２：４５～１３：１５

鷲　　別
公　民　館

ポ　

リ　

オ
１１月２９日（火）
１２：４５～１３：１５

しんた２１

直接ＢＣＧを
接種　　　　

接種当日で６カ月未
満児　　　　　　　

１１月９日（水）
１２：４５～１３：１５

しんた２１Ｂ　

Ｃ　

Ｇ
１１月１５日（火）
１２：４５～１３：１５

鷲　　別
公　民　館

情報あら
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　高齢者がインフルエンザにかかると、肺炎などの
合併症を引きおこす確率が高く、最悪の場合、死に
至ることもあります。インフルエンザの予防接種が
高齢者の発病の防止、特に重症化の防止に効果的で
あることから、その費用の一部を助成します。

▼対象
�接種を受ける日現在で65歳以上の方
�60歳以上65歳未満で心臓・じん臓・呼吸器の機能
　障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
　障害があり、身体障害者手帳１級の方

▼実施期間　11月１日�～12月31日�（医療機関が
　実施している期間）

▼実施場所　登別・室蘭市内でインフルエンザ予防
　接種を実施している医療機関（事前に予約の必要
　な医療機関もあります）

▼料金（自己負担額）　1,050円（消費税込み）
※次の方は無料になります。
�登別市の国民健康保険に加入されている方（医療
　機関に保険証を提示してください）
�市民税非課税の方（医療機関に市民税課税証明書
　（非課税を証明するもの、税務グループで発行）
　を持参してください）
�生活保護受給の方（医療機関に生活保護受給証明
　書（社会福祉グループで発行）を持参してくださ
　い）
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　ポリオの免疫を保有する割合が低い昭和50年から
52年までに生まれた方を対象に、ポリオ生ワクチン
の追加接種を行います。

▼日時　10月27日�　12時45分～13時15分

▼場所　しんた21

▼料金　1,100円（消費税込み）
※母子健康手帳をお持ちの方は、当日持参してくだ
　さい。

▼申し込み　10月26日�までに電話でお申し込みく
　ださい
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　予防接種法施行令が改正されたことに伴い、平成
18年４月から麻しん・風しんの予防接種の対象年齢
や接種方法が変わります。
　１歳以上のお子さんで、麻しん・風しん両方の予
防接種をまだ終えていないお子さんは、平成18年３
月31日までに接種を済ませましょう。
　平成18年２月以降に１歳になるお子さんについて
は接種方法が変わりますので改めてお知らせします。
　麻しん・風しんの予防接種を受けている方は、母
子健康手帳の予防接種欄に接種した日付印がありま
すのでご確認ください。
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▼日時　10月18日�　10時～12時30分

▼場所　しんた21調理室

▼定員　15人（申込順）

▼対象　男性（年齢は問いません）

▼内容　わかめとじゃこの混ぜご飯、サン
　マのやわらか煮、野菜とはんぺんのフラ
　イなど

▼参加料　500円

▼持ち物　エプロン、三角きん

▼申し込み　10月14日�までに電話で登別
　 市食生活改善推進員協議会・安達さん
　（�○８５ ７８４５）
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ま
た
、
修
学
や
旅
行
な
ど
で
遠
隔
地

証
が
必
要
な
方
は
、
国
保
・
年
金
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
１
階
４
番
窓
口
）
ま
た

は
各
支
所
に
新
し
い
被
保
険
者
証
と
印

鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
修
学
の
場
合
は
、
在
学
証
明
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

用
意
く
だ
さ
い
）
。
な
お
、　

月
末
日

10

ま
で
に
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

国
保
・
年
金
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

１
７
７
１
）

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
と
施

設
に
入
所
し
て
い
る
方
の
利
用
者
負
担

を
公
平
に
す
る
た
め
の
保
険
給
付
の
見

直
し
に
よ
り
、　

月
か
ら
特
別
養
護
老

10

かると
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
を
行
い
ま
す

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
、
短
期
入
所
施
設

の
居
住
費
（
滞
在
費
）
と
食
費
の
負
担

が
介
護
保
険
の
給
付
対
象
外
（
原
則
自

己
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
低
い
方
（
世
帯
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
方
な
ど
）

は
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
『
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
』
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
・
介
護
・
障
害

　

福
祉
Ｇ
（
�
○８５
 

５
７
２
０
）

　

市
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
小
学
校

18

に
入
学
す
る
児
童
の
健
康
診
断
と
簡
易

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

　

健
康
診
断
は
、
入
学
に
あ
た
っ
て
の

健
康
指
導
や
入
学
後
の
保
健
指
導
な
ど

に
役
立
て
る
大
切
な
も
の
で
す
。
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成

　
　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成　

年
４
月

11

12

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

※
対
象
と
な
る
児
童
の
い
る
世
帯
に
は
、

　

封
書
で
ご
案
内
し
ま
す
が
、　

月
中

10

　

旬
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
１
６
２
）

必
ず
受
診
を

『
新
入
学
児
童
健
康
診
断
』

介
護
保
険
施
設
な
ど
の

利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１１

３０

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
内
容　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育

　

児
相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　
　

月　

日
�

１１

３０

▼
受
付
時
間　
　

時
〜　

時　

分

10

10

15

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の

　

相
談
、
栄
養
相
談

▼
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い

 
▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１１

２４

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
６
月　

日
〜
平
成

17

16

　
　

年
７
月　

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

17

15

▼
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相

　

談
、
育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

　

オ
ル
、
替
え
オ
ム
ツ

▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１１

１６

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年
４
月
生
ま
れ
の
お

１６

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計

　

測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児

　

相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
の
予
約

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ

　

ん
の
歯
ブ
ラ
シ

▼
月
日　
　

月　

日
�
（
時
間
は
、
対

１１

１０

　

象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し
ま
す
）

▼
場
所　

し
ん
た　
２１

▼
対
象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お

14

１０

　

子
さ
ん

▼
内
容　

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

　

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

　

育
児
相
談

▼
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

受付時間対　　象クラス

１０：１５～

１０：３０

平成１７年３月生
まれで第２子目
以降のお子さん

ひ よ こ
く ら す

１２：４５～

１３：００

平成１７年３月生
まれで第１子目
のお子さん　�

もぐもぐ
く ら す

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

◎
３
歳
児
健
康
診
査

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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情報あら
　

登
別
市
青
少
年
問
題
協
議
会
は
、
平

成　

年
度
登
別
市
青
少
年
表
彰
を
行
い

17
ま
す
。

　

郷
土
登
別
市
の
担
い
手
と
し
て
の
豊

か
な
心
と
実
践
力
を
持
ち
、
模
範
と
な

る
青
少
年
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
の
種
類
・
対
象

�
青
少
年
善
行
表
彰　

市
内
に
居
住
す

　

る　

歳
未
満
の
青
少
年
で
、
そ
の
活

28

　

動
が
模
範
と
な
る
方

�
青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰　

　

①
個
人 

市
内
に
居
住
す
る　

歳
未

28

　
　

満
の
青
少
年
で
、
市
内
に
組
織
さ

　
　

れ
、
現
在
活
発
な
団
体
活
動
を
続

　
　

け
て
い
る
青
少
年
団
体
に
３
年
以

　
　

上
所
属
し
、
青
少
年
団
体
活
動
の

　
　

模
範
と
な
る
方

　

②
団
体　

市
内
に
組
織
さ
れ
て
い
る

　
　

青
少
年
団
体
で
５
年
以
上
の
活
動

　
　

を
続
け
、
そ
の
目
的
が
健
全
な
文

　
　

化
・
教
養
・
体
育
・
奉
仕
活
動
で

　
　

あ
り
、
模
範
と
な
る
団
体

�
優
良
勤
労
青
少
年
表
彰　

勤
労
年
数

　

が
３
年
以
上
の
市
内
に
居
住
す
る　
28

　

歳
未
満
の
青
少
年
で
、
日
常
生
活
に

　

誠
実
、
精
励
で
、
職
務
技
能
の
向
上
、

　

研
さ
ん
に
努
め
る
な
ど
、
模
範
と
な

　

る
方

▼
推
薦
者　

市
内
に
居
住
す
る
方
、
職

　

場
の
長
、
団
体
の
代
表
者
な
ど

模
範
と
な
る
青
少
年
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い

▼
推
薦
・
選
考
方
法　

社
会
教
育
グ
ル

　

ー
プ
に
備
え
付
け
の
推
薦
書
に
よ
り
、

　
　

月　

日
�
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

10

31

　

さ
い
。
後
日
、
登
別
市
青
少
年
問
題

　

協
議
会
が
表
彰
者
を
選
考
し
、
決
定

　

し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
１
５
４
）

▼
幼
稚
園
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
入

　

園
願
書
配
布

 
▼
入
園
願
書
受
付　
　

月
１
日
�
か
ら

11

　

各
幼
稚
園
で
受
け
付
け

▼
問
い
合
わ
せ　

各
幼
稚
園
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い

平
成　

年
度

１８

私
立
幼
稚
園
入
園
児
募
集

入園願書配布住所・電話番号幼　稚　園　名

10月17日（月）～桜木町２丁目５－３ 
（�○８５ ２５４５）白 菊 幼 稚 園

10月17日（月）～鷲別町２丁目１７
（�○８７ ２２１１）リリー文化幼稚園

10月15日（土）～中央町７丁目１５
（�○８５ ２４１４）

登別カトリック
聖 心 幼 稚 園

10月17日（月）～登別本町２丁目２５－８ 
（�○８３ １１６２）白 雪 幼 稚 園

10月の歯科救急医療
　１０月の日曜日、祝日の歯科救急は、次の歯
科で受け付けします。受付時間は、９時から
１１時までです。

住所・電話診　療　所月　日
室蘭市白鳥台 
４丁目２０ー５
�○５９ ２２００

高 橋 歯 科 
ク リ ニ ッ ク

１０月２日（日）
登別市鷲別町 
２丁目２３－４
�○８６ ３１４１

浅 沼 歯 科 
鷲別クリニック

室蘭市高砂町 
５丁目３１－１２
�○４５ ８６２２

高砂歯科医院

１０月９日（日）
伊達市元町 
４６－１３
�０１４２○２３ ００２０

石川歯科医院

室蘭市本町 
２丁目６－８
�○２３ ０６８０

谷 口 歯 科１０月１０日（月）

室蘭市中央町 
３丁目４－１３
�○２２ １１８４

多田歯科医院１０月１６日（日）

室蘭市中島町 
３丁目１５－１
�○４４ ３３７７

由川歯科医院１０月２３日（日）

室蘭市日の出町 
１丁目２４－２５
�○４６ ６４８０

松田歯科医院１０月３０日（日）

問い合わせ
健康推進グループ

（しんた２１内�○８５ ０１００）

文化・スポーツ振興財団からのお知らせ

　岡志別の森運動公園のパークゴルフ場・テニスコート・野球場の
今年度の利用期間は、10月31日�までの予定です。
※各施設の利用期間は、天候などにより変更する場合があります。

▼展示日時　11月14日�　13時～17日�　12時

▼場所　市民会館

▼募集作品　絵画や書道、写真、木工品などで、壁掛け、机上、床
　展示が可能な作品

▼申し込み　11月４日�（土・日曜日、祝日を除く）までに電話で
　お申し込みください

　水を与える必要がなく、生花より長く楽しめるプリザーブドフラ
ワーを使ってクリスマスアレンジを作ります。

▼日時　11月４日�・11日�　13時～14時30分

▼場所　市民会館

▼対象　市内に居住または通勤する方

▼講師　 小  澤  樹  里 さん（文部科学省認定許可�日本余暇文化振興会
お ざわ じゅ り

　講師）

▼定員　10人（申込順）

▼参加料　3,500円

▼持ち物　はさみ、ラジオペンチ、ピンセット、カッター

▼申し込み　10月５日�から13日�（土・日曜日、祝日を除く）ま
　でに電話でお申し込みください
申し込み・問い合わせ　文化・スポーツ振興財団（�○８８ １１１６）

岡志別の森運動公園の利用期間について

市民作品展にあなたの作品を展示してみませんか

フラワーアレンジメント教室を開催します

����



　

貴
重
な
水
の
有
効
利
用
や
道
路
陥
没

な
ど
の
２
次
災
害
の
防
止
を
目
的
と
し

て
、
水
道
管
の
漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
水
道
グ
ル
ー
プ
が
業
務
委

託
し
た
民
間
の
調
査
員
が
、
市
道
内
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管
（
昼
夜
）
と

宅
地
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
（
昼
間
）
を

調
査
し
、
漏
水
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
腕
章
を
着
用
し
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審

に
思
っ
た
場
合
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
宅
地
内
水
道
メ
ー
タ
ー
調
査

の
際
は
、
家
の
中
に
入
る
こ
と
は
な
く
、

料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
調
査
区
域　

登
別
本
町
、
登
別
東
町
、

　

登
別
港
町
、
富
浦
町
、
幸
町
、
新
栄

　

町
▼
調
査
期
間　
　

月
中
旬
〜　

月
中
旬

10

12

▼
問
い
合
わ
せ　

水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

５
５
１
０
）

かると

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

申し込み・問い合わせ　中央子育て支援センター（�○８１ ３７１５）

�������	
������

　栄養士の指導による講習会です。おやつ作りを楽
しみながら、保護者同士の交流を深めませんか。

▼日時　10月21日�　10時～12時

▼場所　しんた21調理室

▼対象 小学校入学前のお子さんの保護者

▼定員　20人（申込順）

▼参加料　無料

▼持ち物　エプロン、三角きん
※当日、託児を行います。

▼申し込み　10月11日�から14日�までの９時から
　17時までに電話でお申し込みください

　市は、親子の遊びや育児の提供の場として、毎週
月・水・金曜日を子育て支援センターの開放日とし
ています。
　今回は、初めての試みとして、日ごろ仕事で忙し
いお父さんとお子さんを対象に同センターを開放し
ます。お気軽にお越しください。

▼日時　10月22日�　10時～12時

▼場所　中央子育て支援センター（富士保育所横）

▼対象　小学校入学前のお子さんとその父親

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど

▼参加料　無料
※当日、直接会場にお越しください。

　地域の子ども同士の触れ合う場や保護者同士の交
流の場として、子育て支援センターの職員が遊具や
絵本を持って会場に出向きます。

▼日時　10月28日�　10時～12時

▼場所　若草放課後児童クラブ（若草小学校内）

▼対象　市内に居住する小学校入学前のお子さんと
　その保護者

▼持ち物　上靴（子ども・保護者とも）
※車でお越しの方は、若草
　放課後児童クラブの玄関
　前方に駐車してください。
※当日、直接会場にお越し
　ください。

　親子で遊ぶ楽しさを体験し、育児のストレスを解
消しながら楽しい時間を過ごしませんか。

▼開催日　１歳児グループ…11月１日�から12月13
　日�までの毎週火曜日、２歳児グループ…10月27
　日�から12月15日�までの毎週木曜日

▼時間　10時～12時

▼場所　中央子育て支援センター（富士保育所横）

▼対象　
�１歳児グループ…１歳６カ月～２歳５カ月のお子
　さんとその保護者
�２歳児グループ…２歳６カ月～３歳６カ月のお子
　さんとその保護者

▼定員　各10組程度（申込順）

▼参加料　無料

▼内容　手あそび、運動あそ
　び、サンタクロース製作な
　ど

▼申し込み　10月17日�から20日�までの９時から
　17時までに電話でお申し込みください
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問い合わせ
消　防　本　部（�○８５ ９６１１）
消　　防　　署（�○８５ ２５５１）
登別温泉支署（�○８４ ２３１９）
登　別　支　署（�○８３ １１１５）
鷲　別　支　署（�○８６ ７３５９）

���������	
��	

　これからは、暖房器具の使用により火災の発生し
やすい季節になります。
　今年は８月末までに14件の火災が発生しています。
ちょっとした油断や不注意からすべてを灰にしてし
まう火災、常に火の怖さを認識し、次のことに注意
しましょう。
◎てんぷらを揚げるときや、凝固剤を使用するとき
　は、その場を離れない。
◎家の周りに燃えやすいものを置かない。
◎寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
◎子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
◎電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
◎ストーブには、燃えやすいものを近づけない。
◎物置や車庫などは必ず施錠する。
◎外出時や寝る前は必ず火の元を確かめる。
　なお、期間中町内会や事業所などを対象に、防火
懇談会や消火訓練など、防火活動についての指導を
行っています。詳しくはお近くの消防署または各消
防支署にお問い合わせください。

▼講習日　11月17日�・18日�（指定された日）

▼場所　室蘭市消防総合庁舎防災研修ホール（室蘭
　市東町２丁目28－７）

▼申込方法　11月７日�までに消防本部・消防署・
　各消防支署に備え付けの受講申請書によりお申し
　込みください

▼問い合わせ　消防本部

　平成17年度登別市甲種防火管理者の資格取得講習
会を開催します。

▼日時　11月10日�・11日�　９時～17時（２日間

▼場所　鉄南ふれあいセンター３階ホール

▼定員　50人（申込順）

▼参加料　3,000円（テキスト代を含む）

▼申し込み　10月31日�までに消防本部、消防署、
　各消防支署に備え付けの受講申請書によりお申し
　込みください

▼問い合わせ　消防本部

　消防署は、高齢者や緊急
通報システムを設置してい
る世帯を対象に訪問します。
　訪問は、暖房器具などを
使用する10月から２月末に
かけて、消防署の職員が、
家庭で使うストーブやガス
コンロの使用状況、電気、
たばこなどの火気の取り扱いについてチェックし、
火災予防を呼び掛けます。
　訪問の際は、ご協力ください。

▼問い合わせ　お近くの消防署または各消防支署

１０月１５日（土）～１０月３１日（月）は、
秋の全道火災予防運動 

～『あなたです　
　火のあるくらしの　見はり役』～

平成１７年度危険物取扱者保安講習を
開催します

平成１７年度登別市防火管理講習会を
開催します

）

高齢者世帯・緊急通報システム設置
世帯を対象に防火訪問を行います
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個人市・道民税と所得税の
課税制度の見直しが行われました

問い合わせ
税務グループ
（�○８５ １１５５）

　平成１７年以降の個人所得に対する課税制度で、見直された主な部分は次のとおりです。

１．定率減税の縮減
　所得税額は、平成１７年課税分までは、税額の２０％
（２５万円を限度）を減税していましたが、平成１８年課
税分からは、税額の１０％（１２万　５，０００　円を限度）が減税
になります。
　市・道民税の所得割は、平成１７年度課税分までは、
１５％（４万円を限度）を減税していましたが、平成１８
年度課税分からは　７．５　％（２万円を限度）が減税にな
ります。

２．配偶者の均等割課税軽減の廃止
　市・道民税の均等割は、平成１７年度課税分に限り、夫婦とも登別市内に居住し、均等割を課税されている夫と
生計を同一にしている妻は２分の1の税額（市民税１,５００円、道民税５００円）に軽減されていましたが、平成１８年
度課税分からは標準税率の税額（市民税３,０００円、道民税１,０００円）になります。

３．老年者控除の廃止
　年間の合計所得金額が１千万円以下で、６５歳以上の
方は老年者控除として所得税計算の場合５０万円、市・
道民税計算の場合４８万円の控除が受けられましたが、
所得税は平成１７年課税分から、市・道民税は平成１８年
度課税分からこれが廃止となります。

４．市・道民税の老年者非課税要件の廃止
　課税年の１月１日現在６５歳以上の方で、前年の合計所得金額が　１２５　万円以下の場合は、市・道民税が非課税で
したが、平成１８年度課税分からこの非課税要件は廃止となります。
　ただし、平成１７年１月１日現在６５歳以上で、平成１６年分の合計所得金額が１２５万円以下の方に対する非課税措
置は平成１８年度課税分から段階的に廃止となります。

５．公的年金等に係る雑所得の
　　計算方法の変更

　６５歳以上の方の公的年金等に係る雑所得の計算方法
は、所得税が平成１７年課税分、市・道民税が平成１８年
度課税分から変更になり、計算方法は次のとおりです。

〈６５歳未満の方（変更なし）〉

〈６５歳以上の方〉

現　　　　　行

雑所得の計算方法公的年金等の収入額

0円70万円まで

収入額－70万円70万円超130万円未満

収入額×0.75－37.5万円130万円～410万円未満

収入額×0.85－78.5万円410万円～770万円未満

収入額×0.95－155.5万円770万円以上

変　　更　　後現　　　　　行

雑所得の計算方法公的年金等の収入額雑所得の計算方法公的年金等の収入額

0円120万円まで0円140万円まで

収入－120万円120万円超330万円未満収入額－140万円140万円超260万円未満

収入額×0.75－37.5万円330万円～410万円未満収入額×0.75－75万円260万円～460万円未満

収入額×0.85－78.5万円410万円～770万円未満収入額×0.85－121万円460万円～820万円未満

収入額×0.95－155.5万円770万円以上収入額×0.95－203万円820万円以上

平成１８年から平成１７年まで定率減税

税額の10％ 
(12万5,000円限度)

税額の20％ 
(25万円限度)

所　得　税

所得割額の7.5％ 
(2万円限度)

所得割額の15％ 
(4万円限度)

市・道民税

平成１８年控除額平成１７年控除額平成１６年控除額課　税　年

0円0円50万円所　得　税

0円48万円48万円市・道民税

※今年の年金受給分から所得税を源泉徴収されている方は、忘れずに確定申告をしてください。
※この説明全般で表記のある平成１６年・１７年・１８年とは暦年や会計年ではなく課税年のことです。
　たとえば、平成１７年１月１日から１２月３１日までに得る収入にかかる個人所得課税は、所得税は平成１７年課税
　分となりますが、住民税は平成１８年度課税分となります。
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情報あら
申し込み・問い合わせ
下水道グループ
（�○８５ ９０５２）
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　市は、公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を実施しており、
平成１８年度に浄化槽の設置を希望する方を募集します。

※下水道グループホームページ『個別排水処理施設整備事業のご案内』もご参照ください。
　http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp

　　色の付いてる部分が下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。

　浄化槽は生活排水を各家庭で処理できる個人下
水道です。槽内では微生物が有機物（汚物）を食
べて分解してくれます。宅地内の乗用車１台分の
スペースで浄化槽が設置でき（工事は10日間程
度）、衛生的で快適な水洗トイレにすることがで
きます。しかも、各家庭の生活排水をしっかり処
理してくれるので、身近な生活環境の改善や保全
に大いに役立ちます。

　浄化槽の設置を希望する方の申請により、市が
浄化槽を設置し維持管理（保守点検や清掃など）
します。

▼ 全地域～カルルス町・上登別町・登別温泉町・
　札内町・富浦町・来馬町・鉱山町・川上町

▼ 一部の地域～中登別町・登別東町・登別港町・
　新栄町・幸町・千歳町・常盤町・柏木町・片倉
　町・青葉町・緑町・若山町・富岸町・鷲別町・
　上鷲別町

▼市の工事～浄化槽の設置工事

▼個人の工事～水洗トイレへの改造工事や生活排
　水を浄化槽まで流すための工事。これらの工事
　は融資あっせん制度の対象になります。

　専用住宅・店舗併用住宅・共同住宅・事務所
（別荘・公営住宅・公共施設を除く）

　市が施工した浄化槽の設置工事費の１割を分担
金として負担していただきます。分担金は５年に
分割し、年４回に分けて納めていただきます。ト
イレの水洗化、生活排水を浄化槽に流し込む排水
設備工事は個人負担となります。
　また、使った水の量に応じた下水道料金相当額
を使用料として、２カ月に１度納めていただきま
す。浄化槽に空気を送るブロワなどの電気代は使
用者の負担となります。

　平成18年度に設置を希望する方は10月31日�ま
でにお申し込みください。なお募集は通年行って
いますが、申し込み時期などによっては、平成18
年度中に設置できない場合があります。
※詳しくはお問い合わせください。

○浄化槽とは

○事業の内容

○対象となる区域（図参照）

○対象となる建物

○設置した方の負担

○申し込み

○工事 個
別
排
水
処
理
区
域
図
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市
町
村
合
併
推
進
構
想
（
仮
称
）
』

を
策
定
中
で
す
。
『
自
主
的
な
市
町
村

の
合
併
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
』
や
『
市
町
村
の
現
況
と
将
来
の
見

通
し
』
な
ど
に
つ
い
て
、
道
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
、
住
民
自
治
の
視
点

に
立
っ
た
構
想
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月
６
日
�　
　

時
〜　

時

11

13

15

▼
場
所　

北
海
道
庁
別
館
地
下
１
階
大

　

会
議
室
（
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西

　

７
丁
目
）

▼
内
容　

道
担
当
者
か
ら
構
想
の
説
明

　

後
、
意
見
交
換

▼
定
員　
　

人
180

※
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

　

い
（
会
場
入
り
口
で
受
け
付
け
）
。

▼
問
い
合
わ
せ　

胆
振
支
庁
地
域
政
策

　

課
（
�
○２２
 

９
１
３
１
）
、　

月
３
日

10

　

�
以
降
は
（
�
○２４
 

９
５
６
９
）

　

貸
金
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
き

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
貸
金
業
者
の
登
録
を
し
て
い
る
か
確

　

認
す
る

�
契
約
前
に
貸
付
利
率
や
返
済
方
法
な

　

ど
の
条
件
を
必
ず
確
認
す
る

�
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
契
約
書

　

面
の
交
付
を
必
ず
受
け
る

�
債
務
を
弁
済
し
た
と
き
は
、
受
取
証

　

書
（
領
収
書
）
の
交
付
を
必
ず
受
け

　

る
�
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、

　

健
康
保
険
証
、
年
金
受
給
証
な
ど
は
、

　

担
保
と
し
て
提
供
し
な
い

�
内
容
を
記
載
し
て
い
な
い
書
面
に
記

　

名
、
押
印
は
絶
対
に
し
な
い

�
債
務
の
返
済
が
完
了
し
た
と
き
は
、

　

債
権
証
書
の
返
還
を
必
ず
受
け
る

※
北
海
道
で
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設

　

置
し
、
貸
金
業
者
利
用
者
か
ら
の
苦

　

情
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
苦
情
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

　

�
０
１
２
０－

１－

７
８
３
７
２
・

　

毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
（
祝
日
と
年

　

末
年
始
を
除
く
）　
　

時
〜　

時
、

10

12

　
　

時
〜　

時

13

16

▼
問
い
合
わ
せ　

胆
振
支
庁
商
工
労
働

　

観
光
課
（
�
○２２
 

９
１
３
１
）
、　

月
10

　

３
日
�
以
降
は
（
�
○２４
 

９
５
８
９
）

・

『
特
設
人
権
・
困
り
ご
と

相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す

〜
室
蘭
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
主
催
〜

一
日
合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

胆
振
合
同
庁
舎
の

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
http://w

w
w
.iburi.

　
pref.hokkaido.jp

市
町
村
合
併
推
進
に
関
す
る

地
域
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

消
費
者
金
融
の
利
用
に
つ
い
て

相　談　内　容参　加　機　関

税　　金札 幌 国 税 局

年金・健康保険北 海 道 社 会 保 険 事 務 局

登記・供託・戸籍など札 幌 法 務 局

市　　政登 別 市

登記手続など札 幌 司 法 書 士 会

不動産取引、賃貸など北海道宅地建物取引業協会

行政一般行 政 相 談 委 員

行政一般北 海 道 管 区 行 政 評 価 局
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情報あら
　

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
は
、
都
市

再
生
を
推
進
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要

な
土
地
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
国
土
地
理
院
に

よ
る
基
準
点
の
新
設
や
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
に
よ
る
資
料
の
収
集
、

公
共
基
準
点
の
整
備
状
況
、
街
区
の
官

民
境
界
な
ど
を
把
握
す
る
現
地
踏
査
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
腕
章
を
着
用
し
身

分
証
明
書
を
携
行
し
て
お
り
、
民
有
地

へ
の
立
ち
入
り
や
境
界
に
関
す
る
立
会

い
は
行
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間　
　

月
〜
平
成　

年
３
月

10

18

▼
対
象
地
域　

中
央
町
、
新
生
町
、
若

　

草
町

▼
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
都
市

　

再
生
機
構
東
日
本
支
社
（
�　

－

５

03

　

３
２
３－

２
４
３
８
）

　

日
本
・
北
海
道
職
業
能
力
開
発
協
会

認
定
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
技
能

評
価
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
月
日　
　

月
６
日
�

11

▼
場
所　

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
試
験　

実
施
部
門
と
時
間

　
　

実
技
試
験

（１）

　

①
ワ
ー
プ
ロ
部
門
３
級　

９
時
〜
９

　
　

時　

分
50

　

②
ワ
ー
プ
ロ
部
門
２
級　
　

時
〜　

10

10

　
　

時　

分
50

　

③
表
計
算
部
門
３
級　
　

時
〜　

時

11

11

　
　
　

分
45

　

④
表
計
算
部
門
２
級　
　

時
〜　

時

13

14

　

⑤
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
門
３
級　
　

時
14

　
　
　

分
〜　

時　

分

15

15

15

　

⑥
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
門
２
級　
　

時
15

　
　
　

分
〜　

時

30

17

　
　

筆
記
試
験　

ワ
ー
プ
ロ
部
門
と
表

（２）

　
　

計
算
部
門
２
級
は
、
実
技
試
験
終

　
　

了
後
、
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
定
員　

各
部
門
、
各
級
と
も　

人
20

　

（
申
込
順
）

▼
受
験
料　

各
部
門
と
も
３
級
は
５
千

　
　

円
、
２
級
は
６
千　

円

100

400

▼
そ
の
他　

試
験
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ

　

Ｐ
を
使
用
し
、
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ

　

ン
は
２
０
０
３
と
し
ま
す

※
試
験
結
果
は
、
１
カ
月
後
に
郵
送
し

　

ま
す
。

▼
申
し
込
み　

受
験
料
を
添
え
て
、　
10

　

月　

日
�
ま
で
に
登
別
職
業
訓
練
協

20

　

会
（
�
○８５
 

１
４
５
０
）

　

登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
に
居
住
す
る　

歳
代
の
方
を
対
象

60

に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
と
２
級
介
護
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▼
日
時　
　

月
９
日
�
〜　

日
�
（
土

11

18

　

日
曜
日
を
除
く
８
日
間
）　

９
時
〜

　
　

時
15

▼
場
所　

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
定
員　
　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

20

　

は
抽
選
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法　
　

月　

日
�
の　

時
ま

10

26

12

　

で
に
電
話
で
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー

◎
２
級
介
護
講
習
会

▼
月
日　
　

月
１
日
�
〜　

月　

日
�

11

12

22

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
場
所　

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
グ
リ

　

ー
ン
コ
ー
ト
三
愛
（
実
習
）

▼
定
員　
　

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

20

　

は
抽
選
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法　
　

月　

日
�
の　

時
ま

10

14

12

　

で
に
電
話
で
登
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
（
�
○８８
 

０
８
８
０
）

　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
の
た
め
に
、
『
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
』
と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ

た
建
設
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営

　

む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現

　

場
で
働
く
方

▼
掛
金　

日
額　

円
310

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
業
退
職
金
共
済

　

事
業
北
海
道
支
部
（
�　

－

　

－

６

011

261

　

１
８
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

『
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
』
に

伴
う
測
量
な
ど
を
行
い
ま
す

　交通事故や金銭貸借、損害賠償、
離婚などの法律問題について、札幌
弁護士会室蘭支部の弁護士が相談を
お受けします。相談を希望する方は
事前にお申し込みください。なお、
裁判や調停中の問題は相談をお受け
できません。
◎鉄南ふれあいセンターでの相談

▼日時　１１月１９日（土）　９時３０分～

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼担当弁護士　 高  村  真  人 弁護士
たか むら まさ と

▼定員　６人（申込順）
◎弁護士事務所での相談

▼担当弁護士　 高  村  真  人 弁護士
たか むら まさ と

▼定員　６人（申込順）
※相談日時については、市民サービ
　スグループにお問い合わせくださ
　い。
◎申し込みは、１０月２８日（金）までに電
　話で市民サービスグループにお申
　し込みください

申し込み・問い合わせ

市民サービスグループ（�◯８５ １８５５）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

技
能
評
価
試
験
を
行
い
ま
す

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
と
２
級
介
護

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

〜
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
〜

・

知
っ
て
い
ま
す
か

建
退
共
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
http://

　
www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp）



��

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　

今
年
で　

回
目
を
迎
え
る
赤
い
羽
根

59

共
同
募
金
運
動
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
思
い
や
り
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　
　

月　

日
�
ま
で

12

31

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
共
同
募
金
会

　

（
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
�
○８８
 

　

０
８
６
０
）

　

旧
軍
人
等
で
、
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
や
終
戦
に
伴

い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※
請
求
書
類
は
、
市
社
会
福
祉
グ
ル
ー

かると

　

プ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
資
格
要

　

件
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
平
和

　

祈
念
事
業
特
別
基
金
（
�
０
１
２
０

　

－

　

－

　

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

234

933

　

『
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル　

』
は
、

171

被
災
住
民
の
皆
さ
ん
に
安
否
を
伝
え
る

声
の
伝
言
板
で
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
登
録
・
閲
覧
を
可

能
と
す
る
『
災
害
用
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

伝
言
板
』
を
試
供
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
を
ご
利
用
の
方
は　

を
ダ
イ
ヤ

171

ル
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
ご
利
用
の
方
は
次

の
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

　
　
　
　
　
　

（
�
局
番
な
し
の　

）
116

　

厚
生
労
働
省
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん

に
労
働
保
険
制
度
の
意
義
や
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年　

月
を
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

10

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
労
働
保
険
未
加
入
の
事

業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き

を
行
い
、
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

職
場
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
労
働
基
準
監
督

　

署
（
�
○２３
 

６
１
３
１
）
ま
た
は
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
む
ろ
ら
ん
（
�
○２２
 

８
６
８

　

９
）

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
労
働
者
の
労
働

条
件
の
改
善
向
上
と
生
活
の
安
定
を
目

的
に
、
北
海
道
内
の
す
べ
て
の
事
業
者

と
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

北
海
道
最
低
賃
金
は
、　

月
１
日
か

１０

ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
主
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
、
職
場
に
お
け
る
最
低
賃
金
制
度
の

徹
底
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
最
低
賃
金
額　

時
間
額　

円
641

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
労
働
基
準
監
督

　

署
（
�
○２３
 

６
１
３
１
）

　

実
務
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
『
英
検
２
級
を
め
ざ
す
英
語
講
座
』

を
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
　

月
１
日
�
〜　

月　

日
�
、

11

12

20

　

平
成　

年
１
月　

日
�
〜　

日
�
の

18

10

31

　

毎
週
火
曜
日　
　

時　

分
〜　

時

18

30

20

▼
場
所　

室
蘭
工
業
大
学
共
同
利
用
施

　

設
（
Ｓ　

室
、
Ｓ　

室
）

201

301

▼
対
象　

社
会
人
、
大
学
生

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
受
講
料　

１
千
円
（
資
料
代
）

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
辞
書

▼
申
し
込
み　
　

月
７
日
�
か
ら　

日

10

21

　

�
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て
室
蘭
工

　

業
大
学
地
域
連
携
推
進
課
（
�
○４６
 

５

　

０
２
３
）

　

ギ
タ
ー
の
女
王
マ
リ
ア
・
エ
ス
テ
ル

グ
ス
マ
ン
、 
手  
塚  
健  
旨 
と
ギ
タ
ー
ア
ン

て 

づ
か 
た
け 

し

サ
ン
ブ
ル
『
カ
ン
パ
ニ
ー
ジ
ャ
』
の
ギ

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　

開
場　

時　

10

10

13

30

　

分
、
開
演　

時
14

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

前
売
券
２
千
円
、
当
日
券

　

２
千　

円
（
全
席
自
由
）

500

▼
入
場
券
販
売
所　

レ
コ
ー
ド
＆
楽
器

　

の
オ
オ
ニ
シ
、
エ
ル
ム
多
米
楽
器
室

　

蘭
店
・
伊
達
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ン
タ

　

ー
、
ぎ
ん
や
レ
コ
ー
ド
店
（
室
蘭
市

　

中
央
町
）
、
ぷ
ら
っ
と
・
て
つ
い
ち

　

（
室
蘭
市
輪
西
町
）

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
ギ
タ
ー
ア
ル
モ

　

ニ
ィ
・
石
井
さ
ん
（
�
○４６
 

０
１
６
７

恩
給
欠
格
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
http:　

　
//w
w
w
.heiw

a.go.jp）
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い

『
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル　

』
１７１

　

月
は
『
労
働
保
険

１０適
用
促
進
月
間
』
で
す

『
あ
っ
そ
う
だ
！　

今
年
の

最
賃　

い
く
ら
か
な
？
』

〜
北
海
道
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
〜

室
蘭
工
業
大
学
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
秋
学
期
講
座

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す

・

　
　
　
　
　
　
　
　
https://w

w
w
.

　
w
eb171.jp

）
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情報あら
　

切
れ
て
た
れ
下
が
っ
た
電
線
に
さ
わ

る
と
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
樹
木
や
看
板
、
ア
ン
テ
ナ
な

ど
に
電
線
が
触
れ
て
い
る
場
合
も
危
険

で
す
。
見
つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ほ
く
で
ん
室
蘭
支
店

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４７
 

１
１
１
２
）

▼
日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�
・　

10

22

29

11

　

月　

日
�
・
平
成　

年
３
月　

日
�

12

18

11

　

の
４
日
間　
　

時
〜　

時

10

12

▼
場
所　

登
別
厚
生
年
金
病
院

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上

60

　

で
病
院
に
通
院
し
て
い
な
い
方

※
な
る
べ
く
４
日
間
を
通
し
て
参
加
で

　

き
る
方
（
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

10

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
、
室

　

内
用
運
動
靴

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

10

14

　

話
で
登
別
厚
生
年
金
病
院
リ
ハ
ビ
リ

　

テ
ー
シ
ョ
ン
室
（
�
○８４
 

２
１
６
５
）

▼
日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�　
　

10

26

27

10

　

時
〜　

時
15

▼
場
所　

登
別
厚
生
年
金
病
院
３
号
棟

　

２
階
教
室

▼
テ
ー
マ　

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

▼
内
容　

体
脂
肪
・
血
糖
値
・
血
圧
の

　

測
定
、
介
護
用
食
品
・
栄
養
補
助
食

　

品
の
展
示
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
厚
生
年
金
病
院

　

栄
養
部
（
�
○８４
 

２
１
６
５
）

　

国
際
連
合
が
制
定
す
る
世
界
食
糧
デ

ー
を
市
民
に
啓
発
し
、
世
界
の
飢
え
と

貧
困
に
苦
し
む
人
び
と
の
現
状
を
紹
介

す
る
こ
と
で
世
界
の
食
糧
問
題
を
考
え
、

支
援
を
呼
び
掛
け
る
市
民
運
動
を
展
開

す
る
た
め
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　

開
場　

時　

10

16

13

30

　

分
、
開
演　

時
14

▼
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼ 
内 
容　
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現 
地 
報 
告

　

（
奥
村
い
ず
み
さ
ん
・
日
本
国
際
飢

　

餓
対
策
機
構
ス
タ
ッ
フ
）
、
合
唱

　

（
幌
別
中
学
校
生
徒
）
、
琴
演
奏

　

（ 
狩  
野  
雅  
美  
都  
社
中 
）
、
ブ
ラ
ス
バ

か
り 

の 

ま
さ 

み 

つ 
し
ゃ
ち
ゅ
う

　

ン
ド
演
奏
（
登
別
青
嶺
高
校
生
徒
）
、

　

募
金
の
受
け
付
け

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

世
界
食
糧
デ
ー
登
別

　

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
�
○８５
 

３

　

５
６
２
）

　

い
の
ち
を
守
り
育
む
豊
か
な
食
に
つ

い
て
学
び
、
行
動
し
、
か
し
こ
い
消
費

者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
　

月　

日
�
・　

日
�　
　

10

14

15

10

　

時
〜　

時
16

▼
場
所　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ　

『
食
は
い
の
ち
』

▼
内
容　

試
食
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
衣
コ

　

ー
ナ
ー
、
環
境
コ
ー
ナ
ー
、
相
談
コ

　

ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
消
費
者
協
会

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

８
３
０
７
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

15

13

15

　
　

分
30

▼
場
所　

胆
振
地
方
婦
人
会
館
２
階
Ａ

　

研
修
室
（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目　

－29

　

１
）

▼
内
容　

『
健
康
に
役
立
つ
身
近
な
食

　

生
活
の
知
識
』
（　

時　

分
〜
）
、

13

30

　

『
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
』

　

（　

時　

分
〜
）

14

50

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

40

▼
参
加
料　

無
料

※
軽
食
が
つ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

10

11

　

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
斉
藤
さ
ん

　

（
�
○８１
 

２
０
３
８
、
�
○８１
 

２
０
３
９

　

�
北
海
道
難
病
連
室
蘭
支
部
は
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
病
気
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
医
療
講
演

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◎
演
題
『
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
』

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

30

13

15

▼
講
師　
 
藤
兼  
正
明 
さ
ん
（
ふ
じ
か
ね

ふ
じ
か
ね 

ま
さ
あ
き

　

内
科
医
院
）

◎
演
題
『
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
』

▼
日
時　
　

月
６
日
�　
　

時
〜　

時

11

13

15

▼
講
師　
 
代  
田 

だ
い 

だ 
充 
さ
ん
（
勤
医
協
室
蘭

み
つ
る

　

診
療
所
長
）

▼
参
加
料　

い
ず
れ
も
無
料

▼
場
所　

い
ず
れ
も
室
蘭
市
障
害
者
福

　

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
（
室
蘭
市
東

　

町
２
丁
目
１－

６
）

▼
問
い
合
わ
せ　

�
北
海
道
難
病
連
室

　

蘭
支
部
・ 
永
末 
さ
ん
（
�
○４５
 

３
９
８

な
が
す
え

　

７
）

切
れ
た
電
線
に
は

絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で
�

『
転
倒
予
防
教
室
』
を

開
催
し
ま
す

〜
登
別
厚
生
年
金
病
院
主
催
〜

健
康
展
に
お
越
し
く
だ
さ
い

〜
登
別
厚
生
年
金
病
院
主
催
〜 　

第　

回
世
界
食
糧
デ
ー

１４
登
別
大
会
を
開
催
し
ま
す

第　

回
登
別
消
費
生
活
展
を

２８
開
催
し
ま
す

〜
登
別
消
費
者
協
会
主
催
〜　

講
演
会
『
食
と
食
生
活
の

お
話
』
を
開
催
し
ま
す

〜
北
海
道
栄
養
士
会
室
蘭
支
部
主
催
〜

）

医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

〜　

北
海
道
難
病
連
室
蘭
支
部
主
催
〜

（財）
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『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

　

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
北
海
道
遺
産

認
定
の
登
別
温
泉
地
獄
谷
を
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩
き
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　

９
時　

分
〜

10

14

30

　
　

時
（
雨
天
中
止
）

12
▼
集
合
場
所　

登
別
温
泉
地
獄
谷
中
央

　

展
望
台

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具

▼
参
加
料　

無
料

※
地
獄
谷
駐
車
場
を
利
用
す
る
方
は
利

　

用
料　

円
が
か
か
り
ま
す
。

410

▼
申
し
込
み　

登
別
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
ガ
イ
ド
会
事
務
局
長
・
高
野
さ

　

ん
（
�
○８６
 

８
４
０
０
）

　

秋
の
一
日
、
家
族
そ
ろ
っ
て
美
し
い

かると

登
別
温
泉
周
辺
の
紅
葉
を
堪
能
し
な
が

ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　

９
時　

分
〜

10

16

30

　
　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

11

30

※
中
止
の
場
合
、
当
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所　

登
別
温
泉
地
獄
谷
駐
車

　

場
前

▼
参
加
料　

無
料

▼
コ
ー
ス　

登
別
温
泉
地
獄
谷
〜 
日  
和 

ひ 

よ
り

　
 
山 
〜
大
湯
沼
〜
散
策
コ
ー
ス

や
ま

※
大
湯
沼
で
新
鮮
な
牛
乳
の
サ
ー
ビ
ス

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物
な
ど

▼
申
し
込
み　
　

月　

日
�
ま
で
に
電

10

11

　

話
で
佐
々
木
さ
ん
（
�
○８６
 

７
５
７
０

▼
コ
ー
ス
・
日
時
・
内
容
・
受
講
料

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
（ 
Ｐ  
ｉ 

ピ 

ッ

　
 
Ｐ 
）

ピ

▼
定
員　

各
６
人
（
申
込
順
）

▼
申
し
込
み　

工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○４５
 

２
７
２
６
）

　

�
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
開
発
協
会
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
は
、

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�
〜　

月　

日
�

10

23

12

11

　

の
毎
週
日
曜
日
（
全
８
回
）　
　

時
13

　
　

分
〜　

時　

分

30

16

30

▼
場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
（ 
Ｐ  
ｉ 

ピ 

ッ

　
 
Ｐ 
）

ピ

▼
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
、
日

50

　

常
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

　

て
い
る
方

▼
定
員　

６
人
（
申
込
順
）

▼
受
講
料　

３
万
２
千　

円
（
テ
キ
ス

500

　

ト
代
を
含
む
）

▼
申
込
方
法　
　

月　

日
�
ま
で
に
ホ

10

15

　

ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

阿
部
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８６
 

５
３
８
４
）

◎
『
秋
の
市
民
探
鳥
会
』

▼
日
時　
　

月　

日
�　

８
時　

分
〜

10

16

30

　
　

時　

分
（
雨
天
の
場
合
、
中
止
す

11

30

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
集
合
場
所　

測
量
山
唐
松
平

▼
探
鳥
地　

測
量
山
、
マ
ス
イ
チ

▼
対
象　

西
胆
振
地
域
に
居
住
す
る
方

▼
参
加
料　

無
料

※
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
『
第　

回
バ
ー
ド
展
』

２４

▼
日
時　
　

月　

日
�
〜　

日
�　
　

10

28

30

10

　

時
〜　

時
（　

日
�
は　

時
ま
で
）

18

30

16

▼
場
所　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局
１
階
プ

　

ラ
ザ 
μ 

ミ
ュ
ー

▼
入
場
料　

無
料

▼
内
容　

野
鳥
の
写
真
、
バ
ー
ド
カ
ー

　

ビ
ン
グ
、
絵
画
、
俳
句
な
ど
の
展
示

※　

日
�　

時
か
ら
エ
サ
台
づ
く
り
の

29

14

　

講
習
会
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

�
日
本
野
鳥
の
会
室

　

蘭
支
部
・
成
田
さ
ん
（
�
○８５
 

１
８
６

　

６
）

〜
ふ
る
さ
と
再
発
見
〜

地
獄
谷
散
策
会
を
開
催
し
ま
す

我
が
町
探
訪
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
登
別
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
〜

）

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
開
催
中

　

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
主
催
〜

シ
ニ
ア
情
報
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
開
催

　
　
　
　
　
　
（
http://w

w
w
.sni.

　
m
nw
.jp/）

『
秋
の
市
民
探
鳥
会
』
と
『
第

　

回
バ
ー
ド
展
』
を
開
催
し
ま
す

２４〜　

日
本
野
鳥
の
会
室
蘭
支
部
主
催
〜

（財）

受講料内　容日　時コース

各回
２,０００円

文字入力やインタ
ーネットのしくみ
など

毎週月曜日 
１３時～１５時
（４回）

パ ソ コ ン
入 門コース

各回
２,０００円

ホームページの検
索やウイルスにつ
いて

毎月第２・４水曜日
１０時３０分～
１２時３０分（２回）

インターネ
ットコース

各回
２,０００円

署名の作成やメッ
セージルールの使
い方など

毎月第２・４水曜日 
１３時３０分～
１５時３０分（２回）

電子メール
コ ー ス

３,０００円
フリーソフトのダウン
ロードの仕方や解凍方
法、ＣＤラベルの作成

１０月１６日（日） 
１３時３０分～
１６時３０分　

フリーソフトを使って 
ＣＤラベルの作成

無　料
疑問や問題点が解
決できるよう一緒
に考えます

毎月第１・３水曜日 
１３時～１５時

パ ソ コ ン
相 談 室
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情報あら
　

初
心
者
の
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

中
国
の
言
葉
や
文
化
に
興
味
の
あ
る
方
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間　
　

月
〜
３
月

10

※
１
回
目
の
講
座
は　

月
６
日
�
で
す
。

10

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日　
　

時
〜　

時

19

20

　
　

分
30

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
会
費　

月
額
３
千　

円
500

▼
講
師　

室
蘭
工
業
大
学
中
国
人
留
学

　

生
▼
申
し
込
み　

小
笠
原
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８３
 

１
２
１
５
）

▼
日
時　
　

月　

日
�　

８
時　

分
〜

11

13

30

▼
場
所　

総
合
体
育
館

▼
種
目　

一
般
・
協
会
員
（
男
子
の
部

　

（
混
成
含
む
）
、
女
子
の
部
）

▼
対
象　

一
般
参
加
は
、
登
別
ミ
ニ
バ

　

レ
ー
協
会
未
登
録
で　

歳
以
上
の
方

18

▼
参
加
料　

一
般
１
千　

円
（
１
チ
ー

500

　

ム
）
、
協
会
員
３
千
円
（
１
チ
ー
ム

※
ル
ー
ル
は
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
オ
フ
ィ
シ

　

ャ
ル
ル
ー
ル
に
よ
り
ま
す
。

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
は
、
各
自
で
加

　

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　
　

月　

日
�
ま
で
に
、

10

25

　

一
般
参
加
者
は
、
総
合
体
育
館
に
備

　

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り
総
合
体

　

育
館
、
協
会
員
は
、
協
会
事
務
局
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
ミ
ニ
バ
レ
ー
協

　

会
事
務
局
・
石
塚
さ
ん
（
�
○８８
 

０
５

　

３
４
）

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
方
が
対
象
に
な
り
、
回
答
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

登
別
市
国
勢
調
査
実

　

施
本
部
事
務
局
（
�
○８０
 

２
７
５
５
）

中
国
語
講
座
新
会
員
募
集

）

登
別
市
体
育
協
会　

周
年
記
念

５０

第　

回
登
別
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

３２
会
長
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
開
催

調
査
票
の
記
入
は

お
済
み
で
す
か

高齢者用割引定期券『ふれあいパス』の
購入費を一部助成しています　　　　　

　『ふれあいパス』は、登別・室蘭・伊達各市内の定期路線バスが
１カ月間乗り放題になる定期券で、購入前に資格登録を行い購入す
ることになります。

▼対象　市内に住所を有する70歳以上の方

▼登録方法　印鑑（朱肉を使うもの）、健康保険証、
　顔写真１枚（縦2.5㌢ ×横2.5㌢）を持参し、社会
　福祉グループまたは各支所で登録手続きをしてく
　ださい

▼購入場所
�登別市内… 登別中央ショッピングセンター・ア 
　ーニス、道南バス登別温泉ターミナル
�室蘭市内… 道南バス東町ターミナル、丸井今井、
　長崎屋中央店

▼販売金額　月額3,900円（定価4,500円）

▼購入時に必要なもの　登録証、写真１枚、印鑑
　（朱肉を使うもの）、委任状（初回購入時）
※詳しくはお問い合わせください。

　　社会福祉グループ（�○８５ １９１１）
　　道　　南　　バ　　ス（�○４５ ２１３１）問い合わせ



��

かると

問い合わせ 日本工学院北海道専門学校
（�○８８ ０８８８）

��������������	
����
　市民プールから遠い登別・登別温泉・鷲別地区の皆さんにプールを気軽に利
用していただくため、道南バスの路線バス運賃と市民プール入館料を組み込ん
だ『バスパック』を販売しています。

▼実施期限　平成１８年３月３１日（金）

▼バスの利用区間
�千代の台線…上鷲別方面～市民プ
　ール
�登別・室蘭線…登別方面、登別温
　泉方面～三洋工業（市民プール）
�登別・室蘭線…鷲別・上鷲別方面
　～三洋工業（市民プール）

▼バスパックの販売所　市民プール、
　市民会館、鷲別公民館、市役所内
　母子会売店、道南バス若山営業所、
　道南バス登別温泉ターミナル、川
　西燃料店

▼問い合わせ　社会教育グループ
　　　　　　　　（�○８８ １１２９）

▼パック料金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
パック料金通常の料金

乗　車　区　間区　分 （運賃＋　 
　入館料）計入館料バス運賃

（往復）
９００１，１２０５００６２０

鷲別・上鷲別方面、
登別方面～市民プ　
ール、三洋工業　　
（市民プール）　　

一　　　般
７００９２０３００６２０高　齢　者
６００８２０２００６２０高　校　生
５００７２０１００６２０中　学　生
３００４２０１００３２０小　学　生
１，０００１，４２０５００９２０

登別温泉方面～三
洋工業（市民プー
ル）　　　　　　

一　　　般
８００１，２２０３００９２０高　齢　者
７００１，１２０２００９２０高　校　生
６００１，０２０１００９２０中　学　生
３５０５６０１００４６０小　学　生

（注１）表中、高齢者とは６５歳以上の方です。
（注２）登別方面とは汐見坂まで、登別温泉方面とは登別東インター
　　　　前から登別温泉ターミナルまでです。
（注３）表中、バス運賃（往復）は、それぞれ鷲別、登別駅前、登別
　　　　温泉ターミナルからの乗車料金を例に表示していますが、パ
　　　　ック料金は乗車区間内共通です。
（注４）パック券の利用は、登別市内からの乗車に限ります。また、
　　　　市民プールを利用する場合に限り、パック券でバス（往復）
　　　　に乗車できます。
（注５）バスの乗り継ぎをする場合、この券は利用できません。

�������	

▼日時　１０月８日（土）・９日（日）　１０時～１６時　　　　　
　　　　　　　　　（８日（土）のインディーズライブは１８時３０分まで）　　　

▼場所　日本工学院北海道専門学校　　　　　　　　

※このほか、模擬店や縁日など、子どもから大人まで楽しめる催しを予定しています。
※幌別市街地、美園町・若草町・新生町方面から無料送迎バスを運行します。詳しくはお問い合わせください。

内　　　　容日　　　時主なイベント（無料）

地元高校生バンドによるコンテストです。優勝バンドは本
格的スタジオでレコーディングできます。１０月８日（土）　１５時～高校生バンドコンテスト

道内で活躍中のインディーズバンドによる演奏です。１０月８日（土）　１７時～インディーズライブ

今年の第１４回よさこいソーラン祭り（札幌）で準優勝の
『 乱  舞  童 』をはじめ、６チームが出演します。
らん ぶ どう１０月９日（日）　１２時～よ さ こ い ソ ー ラ ン

和太鼓演奏２チームが出演します。大太鼓による迫力ある
演奏が楽しめます。１０月９日（日）　１４時～和 太 鼓 演 奏

全１０学科による特色ある展示です。１０月８日（土）・９日（日）学　 科　 展　 示

『
▼
申
し
込
み
』

『
▼
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す
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市立図書館
� ○８５  4 3 2 4

��

アンデルセンへの旅
 立  原 えりか　著
たち はら

◇水煮三国志　　　　　　　　　　　　　　　 成 　　　　君憶
チェン

    　著
ジュンイ

◇プリズン・ガール　　　　　　　　　 有  村 　　 朋 美   　著
あり むら とも み

◇夜明けの森、夕暮れの谷　　　 湯  川 　　　　
ゆ かわ

 豊 　著
ゆたか

◇峠越え　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 山 本
やま もと

   　　 一 力   　著
いち りき

◇あの世の妻へのラブレター　 　 永 　　　　 六 輔   　著
えい ろく すけ

◇シモネッタのデカメロン　　 田  丸  公  美 子   　著
た まる く み こ

◇楽しい気象観察図鑑　　　　　　　 武  田 　　 康 男   　著
たけ だ やす お

◇散るぞ悲しき　　　　　　　　　　　　　 梯 　　
かけはし

 久  美  子 　著
く み こ

※図書館では、毎月購入している本の全リスト
　を差し上げています。ご利用ください。

�������������
火～金曜日（祝日を除く）１０：００～１６：００

※お申し込みは、市内に居住する方が対象です。

●レース用スキー板（190㌢）●電子オルガン●五月人形●シングルベッド

（引き出し、電燈付き）●スチールホイール（15インチ　 ）●電動三輪車●スチー

ル机（事務用・学習用）●夏タイヤ（185-60-14）●冬タイヤ（155-80-13ホ

イールなし・175-70-13ホイール付き）●子ども用自転車（５・６年生）●編

み機●マウンテンバイク（24インチ　 ）●業務用冷蔵庫（983㍑）●オルガン●ポッ

ト式石油ストーブ●印刷機マスター●印刷機インク●ベッド（クイーンサイ

ズ）●食器棚●ひな人形●ビデオカメラ●フィギュアスケート（22㌢・23

㌢）●ゴルフ道具（アイアン７本）●ワープロ●学習机、いす（木製）●野球

道具（小学生用グローブ・ミット・ボール３個）●シングルベッド（電動２段

式）●パソコンモニター（17インチ　 ）●パソコンスキャナ●パソコン（デスクト

ップ、カラープリンター付き）●反射ストーブ（６～10帖）●書道用具一式

●カラオケ道具一式●パソコン一式（モニター、キーボード、マウス）●電気

ストーブ（小型・中型）●火鉢（信楽焼き）

�������	
�	��

����������	

　日本を代表する童話作家の著
者。憧れのアンデルセンの故郷
を訪ねる著者の幾度もの旅を通
して明らかにされる『童話の王
様』の真実とは…。デンマーク
の美しい写真とともにつづる。
巻末にアンデルセン年譜を収載。

絵はがきで見る日本近代
 富  田 　昭次    　著
とみ た しょうじ

　１８５３年７月のペリー提督来航
から１９４５年９月のＧＨＱ開設ま
で、日本近代の風景を多数の絵
はがきであぶり出す。絵はがき
の『報道メディア』という性格
も知ることができる。

●電動三輪車●作業用回転いす●自転車用補助いす●鋳物まきストーブ●まき
ストーブ●精米機（家庭用）●フィギュアスケート（23㌢）●足踏みミシン
●電動ミシン●ノートパソコン●夏タイヤ（175-13）●味噌羽根付もちつき
器●子ども用自転車（３・４歳用）●ワープロ●電子ピアノ●デジタルビデオ

カメラ●再生専用ビデオデッキ●自転車（26インチ　 ）●振り袖（成人式用）

お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（�○８５ ８３０７）

このほかに新しく入った本

情報あら

中
央
町
６
　
11
 

情報推進グループ 

658685

110885FAX
Ｅメール：ｐｒ＠city.
noboribetsu.hokkaido.jp

　楽しかったこと、 
悲しかったこと、市
への疑問や意見・要
望などを情報推進グ
ループへ電話やはが
き、封書、ファク
ス、電子メールでお
寄せください。な
お、個人や団体への
中傷、営利を目的と
したお話はご遠慮く
ださい。 

　

先
日
の
朝
、
玄
関
前
の
階
段
の
上
に

あ
る
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
鉢
植
え
に
水
を

あ
げ
よ
う
と
行
っ
て
み
る
と
、
前
日
の

夜
ま
で
そ
こ
に
あ
っ
た
は
ず
の
鉢
植
え

が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
鉢
植
え
は
、
わ
た
し
の
両
親
の

形
見
で
あ
り
、
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
つ

ま
っ
た
大
切
な
も
の
で
、
今
年
も
４
輪

の
花
が
咲
き
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
し

た
。
買
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
あ
き
ら
め

が
つ
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
両
親

の
形
見
な
の
で
あ
き
ら
め
が
つ
き
ま
せ

ん
。

　

持
っ
て
い
っ
た
人
に
お
願
い
し
ま
す
。

分
か
ら
な
い
う
ち
に
、
あ
っ
た
場
所
に

そ
っ
と
返
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
柏
木
町
・
女
性
）

　

犬
の
鳴
き
声
が
大
き
く
、
今
年
の
夏

の
よ
う
に
暑
い
日
が
続
く
と
、
窓
を
閉

め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
気
持
ち
が
イ
ラ

イ
ラ
し
て
病
気
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

飼
い
主
は
、
最
初
の
こ
ろ
は
犬
に
し

つ
け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
い

く
ら
鳴
い
て
も
何
も
せ
ず
、
近
所
の
方

も
み
ん
な
困
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
畑

に
入
っ
て
き
て
ふ
ん
を
し
た
り
、
マ
ー

キ
ン
グ
し
た
り
し
て
、
畑
が
く
さ
く
て

と
て
も
不
愉
快
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま

す
。

　

犬
の
ふ
ん
放
置
に
つ
い
て
の
苦
情
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
ふ
ん
と
尿
の
に
お
い

は
、
飼
い
主
が
感
じ
る
以
上
に
周
囲
の

方
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主

は
、
散
歩
時
な
ど
の
ふ
ん
を
必
ず
持
ち

帰
り
、
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
犬
が
吠
え
る
の
は
本
能

で
す
が
、
夜
間
な
ど
は
近
所
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
十
分
な
食
事
、
運
動
を
さ
せ

て
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
く
な
ど
し
て
、

し
っ
か
り
と
し
つ
け
を
し
、
最
低
限
の

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
柏
木
町
・
女
性
）

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の

鉢
植
え
を
返
し
て

飼
い
主
は
最
低
限
の

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
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▼日時　１０月９日　　１３時キックオフ

▼場所　室蘭市入江陸上競技場

▼ 入場料　ＳＡ席前売り１,５００円（当
　日２,０００円）、自由席（一般）前売
　り１,０００円（当日１,５００円）、自由席
　（高校生）前売り８００円（当日１,０００
　円）、自由席（小・中学生）前売り
　５００円（当日８００円）

▼入場券販売所　室蘭市体育館、ロー
　ソン各店、同競技場ほか

▼問い合わせ　室蘭地区サッカー協会
　安藤さん（�０９０－８４２８－１
　５７９）

��� ��� ���

しらおい創造空間『蔵』５周年記念
イベント『りりィ－洋士ライブ』

人のうごき（平成17年8月末日現在）／人口54,036（－59）　世帯24,605（＋11）（　）は前月比　 この広報紙は再生紙を使用しています。
発行・編集／登別市総務部情報推進グループ　〒 059 － 8701 　北海道登別市中央町 6 － 11　�014 3 �８５  2111　� 0143 �８５  1108
ホームページ ： http://www.city.noboribetsu.hokkaido.jp  Ｅメール ： pr@city.noboribetsu.hokkaido.jp

ガンバレ！コンサドーレ
天皇杯　コンサドーレ札幌３回戦

第２３回だて物産まつりに
お越しください

 （日） 　今年も地元でとれた新鮮な野菜や魚
介類、農畜産品、名産品などをたくさ
ん用意して、だて物産まつりを開催し
ます。
　この機会に伊達の味覚を味わってみ
ませんか。皆さんのお越しをお待ちし
ています。

▼日時　１０月１５日　　１０時～１６時、１６
　日　　９時３０分～１５時３０分

▼場所　道の駅『だて歴史の 杜 』 黎  明 
もり れい めい

　 観 前
かん

▼問い合わせ　伊達市商工水産
　　　　　（�０１４２○２３ ３３３１）

　『私は泣いています』で大ヒットし
たりりィが 斉  藤  洋  士 とのツインボーカ

さい とう よう じ

ルで白老町にやって来ます。  稲  村  一 
いな むら かず

 志 さんも友情出演。『大人のためのお
し

となの音楽』を楽しんでください。

▼日時　１１月５日　　開場１８時３０分、
　開演１９時

▼場所　しらおい創造空間『蔵』（白
　老町本町１丁目７ー５）

▼入場料　前売券２,５００円、
　　　　　当日券３,０００円

▼問い合わせ　しらおい創造空間『蔵
　　　　　（�０１４４○８５ ３１０１）

 （土） 

●

�

 （土） 

』

 （日） 
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���������	��������

　道内７カ所で行なわれ
る北海道主催の『わくわ
く！木育ランド』が、ふ
ぉれすと鉱山へやって来
ます。木の砂場、木のメ
リーゴーラウンド、木の
オルゴールなど木のおも
ちゃたちが大集合。この
ほか、『アニマルカーを
つくろう』や『草木染め
『木をしらべよう』など自然体験プログラムも同時開催します。
ご家族おそろいでお越しください。

▼日時　１０月１５日　・１６日　　９時３０分～１７時（１６日　は１６時
　まで）

▼場所　ふぉれすと鉱山
◎講演会　『木のおもちゃと“あそび”の楽しい関係』

▼日時　１０月１４日　　１４時３０分～１６時

▼講師　 長  谷  川  敦  子 さん（ＮＰＯ法人北海道子育て支援ワーカ
は せ がわ あつ こ

　ーズ代表理事）

▼申し込み　１０月１０日　までに電話でお申し込みください

　秋の息吹を満喫するロングコースを回ります。
この時期、色とりどりの葉っぱで埋め尽くされ
る鉱山町（林道）をゆっくりウオーキング。食
べられる木の実などを口にほおばりながら、つ
かの間の『秋』を楽しみませんか。 

▼日時　１０月２３日　　９時～１６時

▼集合場所　ふぉれすと鉱山

▼対象　１８歳以上の方（小学５年生以上は保護
　者同伴の場合、参加可） 

▼定員　２０人（申込順）

▼参加料　５００円（傷害保険料を含む） 

▼持ち物　山歩きに適した服装、歩きやすい靴、
　雨具、防寒具、帽子、タオル、昼食、飲み物、
　おやつなど

▼申し込み　１０月１６日　までに電話で同事務局
　（ふぉれすと鉱山内）にお申し込みください

�������	
�������
��������	
�����

 （土）  （日） 

 （金） 

 （日） 

 （日） 

申し込み・問い合わせ
ふぉれすと鉱山（�○８５ ２５６９）

』

 （日） 

・

 （月） 
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